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は じ め に 

 

 部活動は，学校教育の一環として位置付けられた活動であり，学年や学級の枠を越えて，

同じ活動に興味・関心がある同好の生徒が自主的に参加するものです。そこでは，生徒が

スポーツ・文化・科学・芸術等に触れながら，より高い水準の技術や記録を目指し，互い

に教えあったり，励ましあったりしながら，楽しさや喜びを味わうことができます。また，

自主性や社会性を育てたり，互いを思いやる心や人間関係をはぐくんだりする効果も期待

できます。 

しかしながら，本市部活動において加入率の低下や指導者不足，生徒・保護者のニーズ

の多様化など様々な課題が見受けられることから，本市教育委員会では，平成１４年度に

「中学校における子どもたちのための部活動（部活動指針）」を作成し，活動内容や土日祝

日等の活動など適切な部活動指導の在り方について示してきたほか，技術指導が困難な部

活動に対して地域指導者を派遣するため，平成１５年度には「宇都宮市部活動地域指導者

活用事業」を実施，さらには，平成２１年４月に宇都宮市部活動推進計画「うつのみや部

活動いきいきプラン」を策定するなど部活動の活性化に努めてきました。 

こうした取組を更に効果的なものとするため，平成２１年度から「部活動に関する検討

会」を設置し，部活動に関する課題の検討を行ってきましたが，その検討の中でこの「部

活動指導者ハンドブック」を作成しました。 

本書は，部活動に関する基本的な考え方や教職員の役割や外部指導者との連携など部活

動を指導・運営するにあたっての基礎的・基本的な事項を整理するとともに，「部活動に関

する検討会」での検討結果を盛り込み，できるだけ多くの具体的内容や事例を掲載するこ

とで，実際の学校現場で部活動の指導者が有効に活用できる「手引書」であります。 

 こうした中，昨今の運動部活動における体罰が社会問題になっていることから，本市と

いたしましては，部活動における体罰の根絶に向け，国が平成２５年５月に作成した「運

動部活動での指導のガイドライン」を参考に，部活動指導者ハンドブックを改訂しました

ので，今後さらに，適切で効果的な指導が行われますよう御活用していただければ幸いで

す。 

 なお，本書は市内全小中学校及び宇都宮市部活動地域指導者に配布するほか，本市ホー

ムページや学校向け情報システム（教育情報システムキャビネット）に掲載しますので有

効に活用ください。 

平成２５年１１月 

宇都宮市教育委員会 

教育長 水 越 久 夫 
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（資料編Ｐ３３，３４参照） 

 

 

 

部活動とは，学校が教育活動の一環として設定し，校長が認めた指導者（顧問）のもと，主

に放課後や休日等に行われる任意の課外活動であり，スポーツ・文化・科学・芸術等に興味・

関心をもつ同好の生徒が，学級や学年を超えて組織し，部員相互の切磋琢磨や自己の能力に応

じてより高い水準の知識，技術や記録を追求することを通して，活動そのものの楽しさや喜び

を味わうとともに，豊かで充実した学校生活を創造するものです。 

 

 

  部活動は学校が計画・実施する教育活動のうち，教育課程外の課外活動の一つです。 

学校の教育活動 

教育課程 教育課程外 

・各教科 ・道徳 ・特別活動 

・総合的な学習の時間等 

（学習指導要領に基づくもの） 

・課外活動 ・休み時間 ・登下校中 

・その他 

（学校が計画するもの） 

 

学校管理下の範囲 

 

第１章 基本的な考え方 

１ 部活動とは 

２ 部活動の位置づけ 
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部活動の位置づけについては、学習指導要領上では明確な規定がありませんでした。しかし、平

成２０年３月の改訂でその教育的意義を考慮して、位置付けが明記されました。 
 
【部活動の変遷】 

学習指導要領の改訂年 部活動に関する事項 

昭和２２年（1947 年） 教科課程 選択教科「自由研究」の中で実施 

昭和２６年（1951 年） 教科外活動「特別教育活動」の中で「クラブ活動」として実施 

昭和４４年（1969 年） 

※高等学校：昭和４５年

特別活動Ａ生徒活動「（２）クラブ活動」（必修として教育課程に位

置付け）→「部活動」は、教育課程外の活動として実施 

平成元年（1989 年） 
「部活動」の参加をもって「クラブ活動」の履修になる→部活動の

代替措置を認める（学校週 5 日制） 

平成１０年（1998 年） 

※高等学校：平成 11 年 
「クラブ活動」廃止→部活動の代替措置が廃止 

平成２０年（2008 年） 

３月告示 

 

「総則／指導計画等の作成にあたって配慮すべき事項」の中に，部

活動の意義と留意点が明記された。 

（意義） 

生徒の自主的，自発的な参加により行われる部活動については，

スポーツや文化及び科学等に親しませ，学習意欲の向上や責任感，

連帯感の涵養等に資するものである。 

（留意点） 

学校教育の一環として，教育課程との関連が図られるよう留意す

ること。その際，地域や学校の実態に応じ，地域の人々の協力，社

会教育施設や社会教育団体等の各種団体との連携などの運営上の工

夫を行うようにすること。 

＜高等学校＞ 

平成２１年（2009 年） 

３月告示 

中学校学習指導要領に同じ 

３ 部活動の位置づけの歴史 
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（１）宇都宮市部活動推進計画「うつのみや部活動いきいきプラン」の策定 

部活動は，スポーツ・文化・科学・芸術等に興味・関心をもつ同好の生徒が，学級や学年を超え

て組織し，部員相互の切磋琢磨や自己の能力に応じてより高い水準の知識，技術や記録を追求する

ことを通して，活動そのものの楽しさや喜びを味わうとともに，豊かで充実した学校生活を創造す

るものであり，青少年の健全育成はもとより，本市のスポーツ・文化等の基盤としても，多くの保

護者や市民が期待する活動であると言えます。 

しかしながら，近年，部活動に対するニーズや保護者の考え方など部活動を取り巻く環境は多様

化し，「本市における部活動の今後の方向性」や「部活動や顧問の位置付け」などについても明確に

する必要性が出てきました。 

このような状況の中，宇都宮市が推進している教育改革の一環として，子どもが目標をもって充

実した学校生活を送ることができるよう，教育的意義を踏まえ，一人一人の成長を大切にした部活

動の推進が望まれています。そこで，生徒がいきいきと活動し，教師が意欲的に指導できる環境を

整備するなど部活動の振興を図るため，学校や行政の基本的な考え方や取組の方向性を明らかにし

た計画を策定しました。 

本計画の中で，「本市における部活動」を次のように位置付けました。 

（１）部活動とは 

   部活動は教育課程外の活動であるが，学校の教育方針に基づいて計画する教育活動で，生

徒の誰もが入部することができる任意の活動である。 

（２）本市における部活動のねらい 

① 生涯をとおして実践できるスポーツ・文化的活動に関する知識や技能の習得を図り，生

涯学習の基礎を培う。 

② 友だちや，異学年の生徒・顧問等とのかかわりをとおして，豊かな人間関係を構築し，

社会性や協調性を身に付ける。 

③ 自主的・自発的にスポーツ・文化活動に取り組み，自己の目標に向かって努力すること

により，強い精神力や忍耐力を身に付ける。 

（３）教職員の役割 

平成２０年３月に告示された新学習指導要領において，部活動が「学校教育の一環として,

教育課程との関連が図られるよう留意すること」と明確に位置付けられたことを踏まえて，

全教職員が協力して部活動運営に当たるようにする。 

【「うつのみや部活動いきいきプラン」第２章より抜粋】

４ 本市における部活動について 
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（２）部活動指針「中学校における子どもたちのための部活動」について 

  宇都宮市では，平成１４年に，部活動のあり方等を定めた部活動指針「中学校における子どもた

ちのための部活動」を策定し，バランスのよい部活動の推進を図ってきましたが，このたび，部活

動の意義と留意点や体罰の防止に関する内容を追加するなどの改訂を行いました。 

 

 中学校における  
子どもたちのための部活動 

＜部活動の意義と留意点＞ 

生徒の自主的，自発的な参加により行われる部活動については，スポーツや文化及び科学等

に親しませ，学習意欲の向上や責任感，連帯感の涵養等に資するものであり，学校教育の一環

として，教育課程との関連が図られるよう留意すること。 

（中学校学習指導要領解説総則編より抜粋）

◇ 開かれた部活動 

(１) 部活動の意義や留意点を踏まえた指導を行い，入退部や転部は，生徒の意思を尊重する。 

(２) 保護者に，部活動の意義や学校としての基本方針等を理解してもらう。 

① 説明会や部活動参観日等の機会を設ける。 

② 大会や練習試合などの日程とともに，活動予定などを早期に周知する。 

（３）保護者会等を充実させ，連携・協力の在り方等について共通理解を図る。 

◇ 部員の自主的・自発的活動 

(１) 部活動設置にあたっては，学校の実情等を考慮し，生徒の希望を生かす。 

(２) 部員の意見等も十分に取り入れ，共に練り上げた活動とする。 

(３) 部長会議等を設けて，部員による自主的な運営を促進する。 

(４) 指導体制を確立し，顧問及び指導者同士において部活動の運営等の共通理解を図る。 

◇ 部員一人一人に応じた活動内容 

(１) 発達段階や体力，技能等の応じた活動内容に配慮する。 

(２) 部員一人一人の個性をしっかり見極め，伸ばす工夫をする。 

◇ 顧問の指導力の向上 

(１) 自主研究や運動部活動実技指導者講習会等に参加するなど，指導力の向上に努める。 

(２) 部活動の趣旨を十分に理解し，指導者として生徒や保護者，地域から信頼されるようにする。 

(３) 勝利至上主義に陥らないよう留意し，体罰などの力に頼った指導は行わない。 

◇ 部員の健康や生活のリズムを考えた活動計画 

(１) 活動時間は，平日は２時間程度，土・日・祝日や長期休業中でも３時間程度とする。 

(２) 平日（月～金曜日）にも１日以上の休養日を設けることが望ましい。 

(３) 練習試合数等も考慮する。 

◇ 土・日・祝日等の活動 

(１) 毎週２日以上の部活動休養日を設ける。(大会は除く) 

① 「家庭の日」の第３日曜日を部活動休養日とする。 

② 第１，第２，第４，第５週は，土曜日または日曜日のいずれかを部活動休養日とする。 

③ 上記以外に毎週１日以上の部活動休養日を設ける。 

   ※ 学校の実情により，学校単位または部活動単位で設定する。 

(２) 祝日等による連休や長期休業中の部活動休養日についても十分配慮する。 

(３) 地域の施設・設備を有効に活用したり，外部指導者の協力を得たりするなど，地域との連 

携・協力体制を充実させる。 

◇ 大会や発表会等への適切な参加 

(１) 適切かつ確実な生徒引率を行う。 

(２) 交通手段には，原則として公共交通機関を利用する。 

(３) 保護者の負担が過重にならないようにする。 

宇都宮市部活動指針 
平成２５年１１月改訂
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（１） 部活動のねらいの捉え方や取り組み方が多様化している。 

部活動のねらいや指導内容などが顧問に委ねられており，場合によっては，勝利至上主義

に偏ったり，生徒の健康を損ねたりするような指導が行われてしまう可能性があります。 

 

（２） 部活動設置数が減少している。 

一校あたりの運動部活動設置数については，生徒数の減少に伴い，少しずつ減少傾向が見

られ，男女別にみると平成２４年の状況で男子部が８.１であるのに対し女子は７.２とやや

低い状況にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 部活動の現状と課題 

１ 本市における運動部活動の現状 
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（３） 部活動加入率が低下している。 

運動部活動の加入率は，県全体の加入率と比較して低く，年々少しずつ低下する傾向が見

られます。その原因として，中学生のニーズの多様化とその受け皿が充実してきたことなど

が考えられます。 

 

≪運動部活動加入率の推移≫ 

  Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 H21 H22 H23 H24

市平均 70.8 68.4 68.1 69.8 69.3 68.5 68.8 67.4 65.4 65.6 65.8 64.9 66.3 67.5 65.8

県平均 78.3 77.7 77.1 77.2 76.7 75.9 75.8 73.8 73.8 73.6 72.5 73.2 72.7 73.5 72.6

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 顧問教員や外部指導者などの指導者が不足している。 

生徒数の減少や教員の高齢化などのため，部活動を指導できる教員は不足しています。ま

た，部活動を指導できる教員が不足している学校には外部指導者を派遣していますが，十分

とは言えない状況にあります。 

 

（５） 自分の専門外の種目の顧問になる場合が多い。 

部活動の顧問になる際，自分がこれまで経験のない種目の顧問になる割合は，過半数の 52％

です。 
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（６）教員，生徒，保護者とも部活動に価値を感じている割合は高い。 

部活動に価値を感じている割合は，生徒が 93％，教員が 96％，保護者は 98％と非常に高い

状況にあります。 

○どんなことに価値を感じているか。 

・ 健康や体力の向上 

・ 豊かな人間関係の構築 

・ 強い精神力を身に付けること 

・ 専門的な知識や技能の習得 他 

 

（７）部活動の指導が日常的に勤務時間外にまで行われている。 

部活動の指導は，平日の勤務時間外または土曜・日曜・祝日等にも行われている。平成 20

年の 10 月,11 月の平日に平均して 1 時間以上の部活動指導のための時間外勤務を実施したも

のの割合は 72％であり，日常的に部活動指導が勤務時間外まで行われている状況がみられま

す。 

 

（８）部活動の指導に負担が大きいと感じている教員は多い。 

部活動の指導に対して，負担が大きいと感じている教員の割合は 96％と非常に高い割合を

示しています。 

○ 教員の負担となっているもの 

・ 時間外や休日にまで及ぶ部活動指導が恒常化していること 

・ 子どもや保護者の要求が高く，それに答えることが難しいこと 

・ 自分が経験したことのない種目でも指導しなければならないこと など 

 

（９）生徒や保護者のニーズが多様化している。 

生徒の技能や身体能力については，高い者と低い者が一緒に活動しているため，練習メニ

ューなどの活動内容には工夫が必要となります。また，部活動に加入する目的も多様化して

おり，大会やコンクールなどで上位を目指す者もいれば，仲間づくりや健康の保持増進のた

めに加入している者もいるため，みんなが満足するような活動をすることがとても難しい状

況にあります。 

 

 《数値は「部活動に関する調査(H19.12)」による》
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（１）指導の充実 

 ○顧問教員や外部指導者などの指導者確保及び資質の向上 

全教職員が協力して部活動運営に当たるとともに，技術指導が可能な教員が不足している場

合には，地域や関係団体などに外部指導者を依頼し指導者を確保する必要があります。 

また，研修会への参加等を通じて顧問教員や外部指導者の指導力向上を図る必要があります。

 

○顧問教諭の指導環境の改善 

部活動の指導が日常的に勤務時間外に及ぶ状況が見られることから，教員の勤務条件や指導

時間の確保など指導環境を整備する必要があります。 

 

○部活動における体罰の根絶 

部活動の目標が，対外試合やコンクールなどで勝つことに固執した「勝利至上主義」となら

ないよう，部活動の基本姿勢を明確にする必要があります。 

 

（２）環境の充実 

○部活動の活動時間の確保，部活動設置数や部員数の減少，ニーズの多様化などに対応できる部活

動運営の工夫 

複数校による合同部活動や部活動に必要な施設・用具の整備など活動機会の確保に努めると

ともに，子どもの多様なニーズに対応できるよう部活動運営を工夫するなど，活動環境の充実

を図る必要があります。 

 

○部活動中の生徒の健康管理や安全確保 

子どもが健康・安全に活動できるよう，施設の衛生管理に努めるとともに，用具を整備する

など，活動環境を整備する必要があります。 

 

（３）家庭・地域・関係組織等との連携･交流 

○家庭の協力や地域との連携 

家庭と連携を図り，保護者の協力を得るとともに，地域の行事に参加するなど交流を図り，

部活動を推進する必要があります。 

 

○地域スポーツクラブなどとの連携 

スポーツ少年団や地域スポーツクラブと連携・交流を図りながら部活動を推進する必要があ

ります。 
 
 

２ 本市における部活動の課題 
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  部活動は学校教育活動の一環として行われるものであることから，必ず顧問を置き，生徒の指導

を担当することになっています。顧問の役割には，主として管理する側面と指導する側面があり，

部活動を円滑に運営しています。 
 

≪顧問の役割≫ 

 

 

 

 

 

 

※   は，顧問教諭が必ず行うもの。 

 
≪管理面≫ 

顧問は，学校の教育目標に基づき部活動の方針を決め，年間の活動計画を立てます。部活動の

基本姿勢を明らかにした上で，作成した年間指導計画を生徒・保護者や関係者へ事前に知らせま

す。部活動の予算，設備や用具の管理なども行います。また，けがや事故を未然に防ぐために生

徒の健康管理や万一の事態に備えた緊急体制等を整備しておくことなどが顧問教諭に求められ

ています。 
 ≪指導面≫ 

顧問は，担当する部活動に関する専門的な知識や技術を指導します。その際，部活動を通じて

生徒一人一人に達成感や満足感，自己肯定感をはぐくむよう指導上の工夫や配慮をする必要があ

ります。学校行事や生徒会活動等とも密接なつながりを持たせることで，学校への帰属意識を高

めたり，望ましい人間関係を構築したりします。 
 
 

 
各中学校では，校務分掌に部活動係（部活動担当）を位置付けていますが，部活動が円滑に実施

できるよう，部活動顧問の割当や外部指導者の申請，また，部活動顧問会議の開催など様々な役割

があります。 
≪部活動係（部活動担当）の役割（例）≫ 
【年度初め】 

○設置部活動案作成 
○部活動顧問の割振案作成 
○部活動に関する予算配分案作成 
○年間計画の取りまとめ 
○活動場所等の使用割振り作成 
○「部活動のきまり」等の確認 
○部活動地域指導者の申請     その他 

【年度中】 

○必要に応じて部活動顧問会議を開催 
 
【年度末】 

○部活動の総括 
 ・大会結果等の取りまとめ 
 ・外部指導者の実績報告 

・予算，補助金等の執行状況確認 

第３章 指導にあたって 

 
・ 年間指導計画の作成 
・ 予算，用具や施設の管理 
・ 関係者・関係機関等との連絡・調整
・ 大会・練習試合等の引率 
・ 事故防止と健康管理 

 
・ 専門的な知識・技術の習得 
・ 豊かな人間関係や社会性や協調性 
・ 強い精神力や忍耐力 
・ 生涯学習（生涯スポーツ）の基礎 
・ 事故防止と健康管理 

管理面 指導面 

１ 教職員の役割 

２ 部活動係（部活動担当）の役割 
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（１）外部指導者に関する考え方 

本市が，平成２１年３月に策定した宇都宮市部活動推進計画「うつのみや部活動いきいきプラン」

において，外部指導者の確保及び資質の向上などにより部活動を充実させていくという方針が示さ

れています。そこで，本市では専門的な知識や技術指導力を備えた地域の指導者を教育委員会が「部

活動地域指導者」として委嘱し，各学校に派遣することにより部活動の活性化を図っています。 
（２）外部指導者の推移 

《スポーツエキスパート活用事業・部活動地域指導者活用事業派遣人数の推移》 

  H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 

運動部 16 45 48 48 49 49 57 66 74 73 70 

文化部  8 9 12 11 11 8 7 8 8 12 

合計 16 53 57 60 60 60 65 73 82 81 82 
※平成 15 年度より，市の事業「部活動地域指導者活用事業」が開始 
※平成 19 年度より河内・上河内町の合併より４校増加 

（３）顧問と外部指導者の役割分担の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）外部指導者派遣時の研修等について 

   外部指導者を派遣する際に，次に示すような研修会や打合せを実施する必要があります。 

区分 研修会・打合せ等 内  容 

市教委 
・部活動地域指導者研修会 ・委嘱 ・本市部活動指針 

・事業説明 ・その他事務手続き   他

学校 
・各学校による部活動地域指導者研修会
・校長との面接 

・学校経営方針 ・役割の確認 
・部活動に関する考え方 ・安全管理 他

顧問 
・部活動地域指導者との連絡調整会議 ・指導計画 ・活動時間 

・役割分担 ・生徒についての情報交換 
・部活動のきまり         他  

（５）協力体制の構築 
外部指導者が，学校の方針に従って指導面の一役を担えるよう，練習計画の相談や連絡，生徒に

関する情報交換など，顧問との協働体制を密にしておくことが大切になります。学校にとって部活

動指導の補助をする外部指導者は，学校教育への重要な協力者です。そのため，各部の外部指導者

を対象に説明会を行ったり，生徒や保護者に対して導入の理由や期待できる効果などを説明したり

することも有効です。顧問，保護者，外部指導者の三者が共通理解のもとで，協働して生徒を指導

する体制がつくられることにより，充実した部活動運営が期待できます。 
なお，一時的（短期）に外部指導者を依頼する場合にも，校長の承認を得た上で，通常の外部指

導者と同じ考え方で協力を依頼することが大切です。 

顧問教諭 

Ａ Ｂ Ｃ 

Ａ：管理・指導ともに顧問が行い，指導の一部を外部指導者が担う。
Ｂ：指導の一部を外部指導者が担う 
Ｃ：管理・指導ともに連携して行う。 
※宇都宮市ではＡ.Ｂ.Ｃのいずれかの例を参考として顧問と外部指導者が連携を図ります。毎

年，年度初めに話し合いを行い共通理解を図ることが大切です。 

 
指導 

 
管理 

 
指導 

 
管理

 
指導 

 
管理 

外部
指導者顧問教諭 顧問教諭 外部指

導者 
外部指
導者

３ 外部指導者との連携・協力 （第４章 活動事例Ｐ２８，２９参照） 
（資料編 Ｐ３８，３９参照） 
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（１）体罰とは 

    体罰については，平成２３年３月１３日に文部科学省から通知された「体罰の禁止及び児童

生徒理解に基づく指導の徹底について」において，次のように記載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）本市の体罰発生件数（H15～H24）  ※H24 は実態調査を実施 

 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 

小学校 ０ ３ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ６ 

中学校 ２ 
２ 

（２）

６ 
（２）

０ ２ １ ２ １ 
２ 

（２）

１０ 
（５）

合 計 ２ 
５ 

（２）

７ 
（２）

０ ３ １ ２ １ 
２ 

（２）

１６ 
（５）

                               （ ）は部活動指導中の件数 

（３）部活動において体罰が起こりやすい背景 

① 保護者等の過度の期待や，教職員自身の成績や結果に対する固執から，勝利至上主義に陥

ることがある。 
② 人権意識の欠如から，人格を無視した言動を行い，体罰に発展してしまうことがある。 
③ 生徒の技術や精神力を向上させようとするあまり，過度な負荷を与えたり，力に頼った指

導を行ったりすることなどが，体罰に発展してしまうことがある。 
④ 部毎に異なった目的や方法で活動するため，閉鎖的な状況になりやすく，部活動に対する

誤った認識が体罰を容認したり正当化したりすることがある。 
⑤ 教職員や保護者の中には，体罰を厳しい指導として容認する風潮がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 体罰の防止 

部活動指導 

（資料編 Ｐ６３～７２ 参照） 

教員等が児童生徒に対して行った懲戒行為が体罰に当たるかどうかは，当該児童生徒の年

齢，健康，心身の発達状況，当該行為が行われた場所的及び時間的環境，懲戒の態様等の諸

条件を総合的に考え，個々の事案ごとに判断する必要がある。・・・その懲戒の内容が身体的

性質のもの，すなわち，身体に対する侵害を内容とするもの（殴る，蹴る等），児童生徒に肉

体的苦痛を与えるようなもの（正座・直立等特定の姿勢を長時間にわたって保持させる等）

に当たると判断された場合は，体罰に該当する。 

体罰が起こりやすい背景 

【顧問】 
・勝たせたい 
・優秀な成績を収めたい 
・勝つ喜びを味わわせたい 
・技術を身に付けさせたい 
・規律を守らせたい 

【保護者】 
・過度の期待 
・体罰の容認 

勤務時間外

体罰を厳しい指導として，教職員・保護者などが容認する風潮 

【生徒】
・怖くていえない 
・我慢して試合に出たい 
・上手くなるためには厳し
い指導も仕方ない 

人権意識の欠如 

学校外の場所

 

体
罰 
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（４）肉体的・精神的な負荷や厳しい指導と体罰等の許されない指導の区別 

（文部科学省「運動部活動での指導のガイドライン（H25.5）」一部抜粋） 

肉体的・精神的な負荷や厳しい指導として認められるものと，体罰又は不適切な指導として許 

されない指導について具体的な事例を次に示します。 

  

【体罰ではない指導例】 

① 通常のスポーツ指導による肉体的，精神的負荷として考えられるものの例 
・バレーボールで，レシーブの技能向上の一方法であることを理解させた上で，様々な角度

から反復してボールを投げてレシーブをさせる。 
② 学校教育の一環である運動部活動で教育上必要があると認められるときに行われると考えら

れるものの例 
・試合中に危険な反則行為を繰り返す生徒を試合途中で退場させて見学させるとともに，試

合後に試合会場にしばらく残留させて，反則行為の危険性等を説諭する。 
③ 有形力の行使であるが正当な行為（通常，正当防衛，正当行為と判断されると考えられる行為）

として考えられるものの例 
・練習中に，危険な行為を行い，当該生徒又は関係の生徒に危害が及ぶ可能性があることか

ら，別の場所で指導するため，別の場所に移るように指導したが従わないため，生徒の腕を

引っ張って移動させる。 
 

【体罰・不適切な指導例】 

体罰等の許されない指導と考えられるものの例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）体罰事件の学校教育の悪影響 

   体罰は，体罰を受けた生徒のみならず，その場にいた生徒の心身にも大きな傷を負わせること

になります。その傷は，時には深刻化することもあり，生徒に怒りや無力感などを増大させ，不

登校や自傷行為の原因となることもあります。また，暴力を容認し，いじめや暴力行為などの連

鎖を生む恐れが懸念されます。 

   さらには，体罰を行っていた教職員が処分を受けるだけでなく，学校全体の信頼を失墜するこ

とにもつながり，ひいては，他の教職員が毅然とした指導を躊躇してしまうような影響も考えら

れます。 

（ア）殴る，蹴る等。 
（イ）社会通念，医・科学に基づいた健康管理，安全確保の点から認め難い又は限度を超え

たような肉体的，精神的負荷を課す。 
【例】・長時間にわたっての無意味な正座・直立等特定の姿勢の保持や反復行為をさせる。

・熱中症の発症が予見され得る状況下で水を飲ませずに長時間ランニングをさせる。

（ウ）パワーハラスメントと判断される言葉や態度による脅し，威圧・威嚇的発言や行為嫌

がらせ等を行う。 
（エ）セクシャルハラスメントと判断される発言や行為を行う。 
（オ）身体や容姿に係ること，人格否定的（人格等を侮辱したり否定したりするような）な

発言を行う。 
（カ）特定の生徒に対して独善的に執拗かつ過度に肉体的，精神的負荷を与える。 
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（６）部活動において体罰を起こさないために 

  体罰を未然に防止するためには，学校が保護者や地域と連携を図り次のような取組を行うことが

望ましいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
  
 
 
 
 

 

 

①  教職員が部活動本来の趣旨について理解を深め，勝利至上主義に陥らないようにする。

  ・「中学校における子どもたちのための部活動」の周知徹底を図る。（P４参照） 
② 教職員が指導力向上を図る  

・人権感覚を磨き，体罰に頼らない指導力を身に付ける。 
・同じ種目の顧問同士が連携し，指導方法などについて研鑽する。 
・中学校体育連盟等が主催する研修会等へ参加し，専門的な指導力の向上を図る。 

③ 校内研修や部活動顧問会議を実施する。 
・体罰に関する認識を深める。 
・体罰を容認する雰囲気を払拭する。 
・体罰の未然防止に恒常的に取り組む 

④ 指導者が生徒や保護者などと話しやすい雰囲気をつくり，日頃からコミュニケーション

を図る。 
⑤ 管理職者や部活動指導者，保護者などが，連携し体罰を容認しないような環境づくりに

努める。 
  ・部活動推奨リーフレットなどを活用して，部活動のあり方や体罰防止に対する取り組

み方について周知・啓発する。 
  ・学校や部活動の保護者会を通じて，体罰を根絶するための取り組みについて確認する。

【当該生徒への影響】 
・肉体的精神的苦痛を受ける。 
・障害を追う。 
・後遺症障害（PＴSD など）が出る。

・自尊感情が低下する。 
・不登校・自殺の原因になる。 

【他の生徒への影響】 
・生徒の健全な発達を阻害し，いじめ

や暴力行為などの連鎖を生む恐れ。

・教師の顔色をうかがうような言動を

とる。 

・教師への不信感を強める。 

【他の指導者への影響】 
・一生懸命指導している他の部活動

指導者が，指導を躊躇してしまう状

況を生む。 

【学校・保護者・地域への影響】 
・部活動だけでなく，他の学校教育全

体への信頼の失墜。  

・学校への不信感を生む。 

体 

罰 
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（１） 活動計画に基づく指導 

部活動は学校教育の一環であることから，生徒が自主

的・自発的に参加するという本来の趣旨を大切にしてい

くことが重要です。顧問は，生徒の個性を把握・尊重し，

その願いに答えられるようにするため，年間を通じての

活動について様々な工夫をしていくことになります。ま

た，知識や技能，体力の向上を図るだけでなく，学校行

事や生徒会活動等とも密接なつながりをもたせ，学校の

教育目標を踏まえた組織的な運営ができるよう部活動を

位置付け，活動計画を立てます。 
活動計画としては，長期的な視点から「年間活動計画」

や月・週別などの短期的な「活動計画」などが考えられますが，その中に，出場する大会やコンク

ールなどを明記するとよいでしょう。その際，学校生活などとのバランスを考慮し，時間的または

経済的に生徒や保護者の負担過重にならないよう配慮することが大切です。 
（２） 活動計画の作成 

活動計画の作成にあたっては，毎週２日以上部活動休業日を設けることを位置づけた「部活動指

針」を基本とし，過度な活動とならないよう，学校生活とのバランスを考慮した活動日数や活動時

間を保つなどの教育的な配慮が求められます。また，部活動の目標が，対外試合やコンクールなど

で勝つことなどに固執した「勝利至上主義」とならないよう，部活動の基本姿勢を明確に示すこと

も大切です。 
（３） 活動計画の周知 

部活動の基本姿勢を明らかにした上で，作成した年間の活動計画を生徒に示すだけでなく，保護

者や関係者に事前に知らせておくことにより，共通理解を図ることが大切です。また，月毎の計画

や大会毎の計画なども必要に応じて作成するとより理解が深まり，よい部活動運営ができます。 
（４） 参加する大会やコンクール 

様々な大会やコンクールなどに参加し，日ごろの練習の成果を試すこと，生徒の活動機会を確保

することは大切なことです。しかしながら，近年，参加可能な大会やコンクールが増え，生徒や保

護者，または指導者に過度の負担がかかる状況もみられます。 
なお，合宿などを実施する場合は，大会参加同様に事前に管理職に相談した上で，年間計画に位

置付け，保護者にも早めに周知することが大切です。 
 

≪大会やコンクールの参加についての留意点≫ 
○ 大会やコンクールの参加予定を年間計画に位置付け，生徒や保護者に事前に周知しましょう。

○ 学校生活や家庭生活とのバランスに配慮し，計画的に取り組みましょう。 
○ 保護者の経済的な負担も考慮して計画的に取り組みましょう。 
○ 公式戦以外は，土曜・日曜のどちらかを休みと位置付けた「部活動指針」を踏まえて，計画

的に参加しましょう。 

５ 活動計画の立案 

（第４章 活動事例Ｐ２０，２１参照）
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（１）安全管理・事故防止に関する考え方と留意点 

部活動は学校教育の一環として行われる活動であることから，授業中や学校行事などと同様に生

徒の安全に配慮しなければなりません。部活動における事故は，身体活動を伴う運動部活動はもち

ろんですが，科学部の実験中や吹奏楽部の楽器を運ぶ際の事故など文化部の活動中にも考えられま

す。また，生徒同士のけんかやサッカー部において生徒が蹴ったボールが校外に出て，車に当たっ

てしまったようなものも事故として考えなければなりません。これらは，いずれも学校管理下の事

故となります。 
なお，部活動顧問会議等において安全管理や事故防止のための約束事を決めたり，定期的に情報

交換したりすることや，保護者会等に協力を依頼し安全管理体制を整備することも，有効であると

考えられます。 
 

≪事故防止のための留意点≫ 

○ 生徒の心身の発育・発達や体力・技能等を適切に把握して活動計画を立てる。 
○ 安全面から指導方法の工夫に努め，顧問が活動場所に不在の場合は，生徒同士による活動内

容・形態を安全に十分に配慮した内容とする。 
○ 生徒の生活状況や体調等に応じた活動にする。特に，新入部員の健康管理には十分留意する。

○ 施設・設備・用具の点検はもとより，外部指導者や保護者などとの連携・協力により安全を確

保する。 
 
≪万が一事故が発生した場合の留意点≫ 

○ 事故の状況や程度等を的確に把握し，迅速で適切な判断に基づく処置を行う。 
○ けがの場合は，負傷者はもとより，周囲の者にも動揺を与えないよう配慮し，可能な応急手当

を実施する。 
○ けがの程度にかかわらず，管理職，保護者に連絡する。 
○ 事故発生の状況や緊急対応処置等について正確に記録しておき，医師や保護者への説明，報告

書の作成，今後の事故防止対策の資料とする。 
 

≪初期対応のポイント≫ 

○ けがをした生徒と保護者や被害者に対して迅速かつ誠意をつくした対応をとることが大切で

す。 
○ 具体的には，状況把握及び応急処置，二次災害の防止，保護者との連携，関係機関との連携な

どが考えられます。 

 

６ 安全管理・事故防止 
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≪学校での取組例≫ 
○ 養護教諭不在時にけがや事故が起こった場合の応急手当について、特に、けがや事故につなが

りやすい運動部には、あらかじめその種目で起こりやすいけがの対処方法を顧問が部員に指導

している。（RICE 処置・テーピング法・包帯法） 
○ 試合などで学校外に出かけるときは、各部活で救急箱やアイシングをするための氷を用意し、

早急に対応できるようにしている。 
○ 近隣の医療機関一覧を作成し、緊急時の場合、早急に病院に搬送できるようにするとともに、

連絡体制を整備している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（２）熱中症について（資料編「熱中症について」Ｐ３７参照） 

校庭や体育館などで活動する運動部はもとより，屋内で活動することが多い文化部においても

熱中症にかかることが考えられることから，熱中症予防対策の徹底と発生が疑われる際の対応な

どについて，全教職員及び地域指導者が共通理解を図る必要があります。 
 
（３）ＡＥＤについて（資料編「ＡＥＤについて」Ｐ３８参照） 

宇都宮市では，児童生徒や学校施設利用者などに，心停止など救命措置を施す必要が生じた際

に，適切な救命措置を行い蘇生できるようにするために，全公立小中学校にＡＥＤを設置しまし

た。緊急時には児童生徒はもちろん，学校利用団体等にも使っていただくことができます。 

【各学校への通知内容】 

◇ 心肺蘇生法（ＡＥＤの使用法も含む）の研修を毎年実施すること。 

※ 市教育委員会にて心肺蘇生訓練モデル「アンブマン」と「ＡＥＤトレーナー」の貸出し

を行っています。希望する学校は，学校健康課学校保健体育グループ宛(632-2756)電話に

て予約願います。 

◇ バッテリーが使用可能かどうかを定期的に確認すること。 

◇ ＡＥＤは緊急時に使いやすい場所に設置し，設置場所がわかるよう表示をすること。 

◇ ＡＥＤの設置場所や使用方法等については，保護者や学校施設利用者などにも継続的に周

知すること。 

緊急時連絡先（医療機関一覧） 

けがの部位 診療科 病院 診療時間 連絡先 

頭 脳神経外科 ○○病院  ℡○○○－○○○○ 

眼 眼科 ○○病院  ℡○○○－○○○○ 

耳・鼻 耳鼻科 ○○病院  ℡○○○－○○○○ 

口 口腔外科・歯科 ○○病院  ℡○○○－○○○○ 

手･足 整形外科 ○○病院  ℡○○○－○○○○ 

出血 外科 ○○病院  ℡○○○－○○○○ 
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・発生した事態や状況の把握 
・不審者等の侵入防止や退去のための対応，児童 

生徒等の安全確保 
・傷病者の症状の確認（意識，心拍，呼吸，出血等） 
・心配蘇生法などの応急手当（現場で直ちに） 
・協力要請や指示 
※必要と判断したら速やかに 110 番，119 番通報 

警察や救急車の出勤要請 
（110 番）（119 番） 

処置 

保
護
者 

教
育
委
員
会 

学
校
医 

※校長が不在のときもあ

り，全教職員で手配を要す

る場合を共通理解し，当面

した者が手配できるように

なる。

発見者 

《方針》 
１児童生徒等の安全確保，生命維持優先 
２冷静で的確な判断と指示 
３適切な対処と迅速正確な連絡，通報 

学校医への連絡 

保護者へ連絡対応 

教職員への対応 

児童生徒への指導等

教育委員会へ連絡 

その他必要な対応 

報道機関への対応 

警察への連絡 

※逐時速やかに 

※助言協力要請等 

※共通理解 

※冷静に 

※窓口の一本化 

※迅速，誠意 

※協力要請他 

事

件

・

事

故

災

害

対

策

本

部 

事

実

確

認

・

役

割

分

担

・

窓

口

の

一

本

化 

※この例を参考に，遠足，旅行，宿泊訓練，大

会参加等の校外の教育活動中の事故や不審者等

による犯罪の発生など，様々な事態の際の救急

及び緊急連絡体制を確立しておく。 

「救急対策本部」

近くの教職員 
又は 

児童生徒 

校長 
（副校長） 

医療機関 

教職員 養護教諭 

「『生きる力』をはぐくむ学校での安全教育(文部科学省 H22.3)」より抜粋 

（４）事件・事故災害発生時の対処，救急及び緊急連絡体制（例） 
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（５）スポーツ障害について 

  運動部の活動にけがはつきものであり，残念なことに，けがを完全に予防することは困難です。

軽いけがでもスポーツを行う上では，大きな影響があることから，日ごろからけがの予防を心がけ

ることは大切なことです。 
  スポーツの中でも競技レベルが高くなる程，けがの程度も重くなる恐れも有り，又練習量が増え

ると「使い過ぎ症候群」と呼ばれる故障が発生しやくなります。 
  この様に運動の繰り返しは，運動器官に何等かの変化を来たすものであることを十分認識して行

なうことが大切であり，特に成長期のスポーツ運動は，それが偏ったり，過度になると，骨，軟骨，

関節などに悪影響を及ぼし，多くの障害を引き起すことは明らかです。 
  最近では，個々のスポーツによって起こり易い障害については，その病態の解明や治療法など著

しい進歩がみられます。 
  しかしすでに発生した，多くのスポーツ障害が不可抗力によって生ずる場合より，予防し得たと

考えられる場合が多く，発生予防への努力が何よりも大切です。 
 

「スポーツ障害の基本的予防策」 

○ 選手個々の平素からの身体的，精神的なコンディショニング 
○ 自己能力の正しい認識 
○ オーバートレーニングを避ける 
○ 十分なウオーミングアップとクーリングダウンの実施 
○ 競技ルールの順守 
○ 粗暴プレーの禁止 
○ 設備や用具の点検整備 
○ 環境，気象状況等の把握 

 
 ≪脳脊髄液減少症という病気があります≫ 

（資料編Ｐ３９参照） 

スポーツ外傷等の後に，脳脊髄液が漏れ出

し減少することによって，起立性頭痛（立位

によって増強する頭痛）などの頭痛，頚部痛，

めまい，倦怠，不眠，記憶障害など様々な症

状を呈する疾患です。髄液は，血液から作ら

れる無色透明な液でクモ膜下腔を循環してお

り，脳や脊髄を衝撃から守ったり，脳や脊髄

の機能を正常に保つ働きがあります。 
スポーツ外傷等が発生した後、児童生徒等

に頭痛やめまい等の症状が見られる場合は、

速やかに医療機関を受診させてください。 
また，原因不明で治療などを受けていない

児童生徒や保護者には、「脳脊髄液減少症」と

いう病気があることを伝えてください。 
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（６）日本スポーツ振興センターの災害共済給付制度 
独立行政法人日本スポーツ振興センタ－は，スポーツの振興及び児童生徒等の健康の保持増進を

図るため，学校の管理下における児童生徒の災害（負傷，疾病，障害又は死亡）について，児童生

徒の保護者に対し災害共済給付（負傷・疾病に対しては医療費総額の３割と，お見舞金として医療

費総額の１割を加算した額を給付，負傷・疾病により身体に障害が残った場合は障害見舞金を給付，

また死亡した場合は死亡見舞金を給付）を行い，学校安全の普及充実等を行うことを目的としてい

ます。日本スポーツ振興センターの災害共済給付制度は，国，学校の設置者，保護者の三者による

互助共済制度です。 
部活動についても，学校管理下であるので災害給付の対象となりますが，校長の承認の上で計画

的に行われる活動であることが前提となります。 
 

《請求事務について》 

・各学校は，毎月４日までに，災害共済給付オンライン請求システムに災害報告書等の入力を

するとともに，市教委に「医療等の状況」等の請求に必要な書類を，送付する。 

・市教委は，毎月１０日までに，災害共済給付オンライン請求システムに請求の入力をして支

払請求書を作成するとともに，日本スポーツ振興センターに「医療等の状況」等の請求に必

要な書類を送付する。 

 

《給付の範囲》 
 

災害の種類 災 害 の 範 囲                     給  付  金  額 

 

学校の管理下での 

負傷・疾病 

  

 ・療養に要した費用の額が， 

５，０００円以上のもの 

・給付事由が生じた日から２年以内

に申請 

・医療費支給期間１０年間 

 ・療養に要した費用として健康保険

診療の本人負担分（医療費総額の３

割）と，療養に伴って要した費用（医

療費総額の１割）を加算した額 

 障害見舞金  １級から１４級に区分  第１級（両眼失明，言語機能失等）

    金額 ３，７７０万円 

 第 14 級（一眼のまぶたの一部欠損)

    金額    ８２万円 

 死亡見舞金  一般の場合 

 突然死，通学中の場合 

    金額 ２，８００万円 

    金額 １，４００万円 

 

《給付金の支払い》 

① 日本スポーツ振興センターで受付・審査・決定後，市教委に医療費支払通知書が送付され，

市の口座に給付金が入金になります。 

② 市教委は，各学校に医療費支払通知書を送付し，給付金を振り込みます。 

③ 学校から保護者に給付金を支給します。 
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  部活動の創部については，生徒の希望者がいることはもちろんですが，その他にも指導者や活動

場所の確保など様々な問題もあります。 
  また，廃部についても，部員の減少や指導者不在により部活動運営が困難になった場合が考えら

れます。 
近年，本市においても，全国同様に，生徒の希望者が集まっても，教員数が減少しているため創

部が困難な状況も数多く見受けられます。 
  各学校においては，創部・廃部に関する考え方を整理し，必要に応じて保護者等にも周知を図る

ことが大切です。ここでは，各学校が基準を決める際に参考とするための例を示します。 
 
 ≪部活動創部・廃部に関する考え方（例）≫ 

≪設置種目について≫ 
①栃木県中学校体育連盟に専門部が設置されている種目。 
②栃木県中学校文化連盟主催のコンクール・芸術祭などにおいて活動機会があるもの。 
③地域に専門的な知識や技能を有する指導者がおり，長期的に継続して外部指導者としての協力

が得られるもの。 
④生徒や顧問教員に専門的な知識や技能がなくても，生徒の自主的な取り組みにより活動が可能

なもの。 
≪創部について≫ 
①≪設置種目について≫の①から④のいずれかの条件を満たしていること。 
②団体種目の場合，入部を希望する生徒が継続して大会参加可能な人数(大会等がない場合は活

動可能な人数)を確保できる見込みがある場合。 
③大会引率を伴う部活動の場合は，複数の顧問教諭が長期的に確保できる見込みがある場合。た

だし，顧問の一人は外部指導者でもよい。 
≪廃部について≫ 
①大会等がある部の場合，２年間連続して大会に参加できない状況が続いた場合。 
②大会等がない場合は，１年以上活動が困難な状況が続いた場合。 
③顧問教員の不足や減少により，学校として部活動運営が困難になった場合。 

 

 

（１）趣旨 
   各中学校の小規模化、指導できる教員の不足などの課題を抱え、生徒の興味・関心に応じた部活

動の設置・運営に困難な状況が出てきています。 
 そこで、単独校での大会参加や練習などの活動が困難な中学校について，生徒の部活動の活動機

会を確保するための方法として，合同部活動も有効です。 
 
（２）実施期間 

   原則として 1 年間（年度単位）としますが，新入部員の加入状況や３年生引退後の部員数などを

踏まえ弾力的に期間を設定します。その際，実施前に当該校と保護者で話し合う必要があります。 
 
（３）実施上の留意点 

○ 実施にあたっては、生徒の在籍校並びに受入校の校長の承認を得る必要があります。 
○ 参加生徒及び保護者は、受入校の部活動規定（規約）に従って活動するとともに、活動中は受

７ 創部・廃部 

８ 合同部活動 
（資料編 Ｐ４０参照） 
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入校の生活指導に従うことへの同意が必要です。 
○ 各種大会の参加等については受入校が関係の連盟・団体と連絡を取り対応します。 
○ 活動場所への移動については，顧問と保護者が話し合い安全確保に努める必要があります。 
○ 活動中及び移動中の事故については，日本スポーツ振興センターの災害共済給付が適用されま

す。  
（４）大会参加について  

   合同部活動として活動するチームが宇都宮市中学校体育連盟及び栃木県中学校体育連盟主催の大

会に参加を希望する場合は，「栃木県中学校体育連盟合同チーム編成規程」に基づき，申請する必要

があります。（「栃木県中学校体育連盟合同チーム編成規程」資料編○ページ参照） 

 

 

  顧問教諭が部活動の運営経費を取り扱う場合は，必ず出納帳を付け管理職者が定期的に確認する

必要があります。また，複数の顧問教諭がいる場合は，出納の状況をお互いに確認できるようにし

ます。そして，毎年度毎に保護者会等において決算報告を行います。 
  保護者が出納事務を取り扱う場合は，毎年，保護者会において決算報告を行うほか，保護者会が

会計監査を行うよう依頼しましょう。 
 
 

  宇都宮市教育委員会では，学齢児童生徒が就学するにあたって，通学時間・距離，学校の規模な

どを勘案して，あらかじめ小中学校の通学区域を設定し，就学すべき学校を指定していますが，児

童生徒の個々の状況などにより，特例として就学指定校の変更を認めています。 
  部活動を理由とした変更も次のとおり認めていますが，本人が行きたい学校へ行けるわけではな

く，希望する部活動があり，且つもっとも通学しやすい学校に指定校を変更することになります。 
なお，指定校変更の用件に，生徒の当該種目に関する力量や，変更先の学校に専門的な指導がで

きる顧問がいるか否かは含まれず，あくまで活動できる環境を提供することが本規定の趣旨である

ことを説明し理解を得る必要があります。 
 
【指定校変更基準】 

区  分 内   容 

種  類 部活動への参加 

許可基準 

・一年以上の活動実績があり，活動継続希望の運動・文化活動を内容とする部が，

就学指定校にない場合，または，指定校で廃部となった場合 

※変更先は近隣の学校 

期  間 ・中学校卒業まで 

添付書類 ・活動実績がわかる書類 

９ 金銭の取り扱い 

１０ 部活動を理由とした指定校変更 （資料編Ｐ４１～４５参照）
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（１）家庭との連携（第４章活動事例２参照） 

   保護者との信頼関係を築き，保護者に部活動を正しく理解してもらうことは，部活動の運営上

欠かすことのできないことです。ここでは，想定される連携の場を例示します。 

≪想定される連携の場≫ 

・全校の保護者会などの機会を利用し，学校としての部活動に対する考えを明確にする。 

・毎年 1 回は保護者会を開催し，顧問教諭は部活動の指導方針を説明する。 

・保護者会長会の開催により情報の共有化を図る。 

・活動計画表・部活動便りなどを発行し，情報の共有を図る。 

・保護者会費について，使途や徴収額などを話し合って決定し，事後に会計報告を行う。 

その他

 

（２）地域との連携 

部活動として地域の行事へ参加したり，ボランィア活動に参加したりすることは，地域から理解

される学校づくりとしてもとても有効です。また，生徒の活動機会を広げ，中学生としての自覚を

持たせる上でも有効な活動です。ここでは，想定される連携の場を例示します。 

≪想定される連携の場≫ 

・ 地域学校園内の運動会等に補助員として協力する。 

・ 地域学校園内の小学６年生を対象に，中学校が部活動体験を行う。 

・ 地域の清掃活動にボランティアとして参加する。 

・ 地域のお祭りにおいてダンスや演奏などの発表を行う。 

・ スポーツ少年団や地域スポーツクラブ等と交流や合同練習，試合などを行う。 

その他

 

（３）関係組織等との連携 

中体連・中分連，企業，プロスポーツチーム，高校・大学など関係組織等との連携・交流を図

り，部活動の活性化を促します。 

≪想定される連携の場≫ 

・中体連や中分連などと連携し，大会・発表会などの円滑な運営を図る。 

・プロスポーツチームの選手を各学校に派遣し，部活動の活性化を図る。 

・企業の持つ専門性や施設・設備などを部活動で活用するしくみを作る。 

・小学校や高校との合同練習会を開催する。 

・大学生を外部指導者として招き，指導の充実を図る。     その他 

 

（４）市教委の取組 

   部活動について保護者や地域，関係機関の理解と協力が得られるよう，情報発信や協力依頼を

行います。 

≪想定される取組≫ 

・生徒・保護者宛リーフレットの作成 

 部活動の趣旨 

部活動の位置付け 

部活動の現状や課題 

望ましい部活動の在り方 

・プロスポーツチームへの指導者派遣に係る協力依頼 

・大学への連携依頼 

 

１１ 家庭・地域・関係組織等との連携 
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（１） 年間計画表 
年間計画表は，１年間の見通しをもって活動する上でとても重要なものです。顧問が月毎・週毎の

活動計画を立てる際に役立つとともに，生徒や保護者も活動の見通しをもつことができるので，家庭

生活や学業との両立しやすくなります。年間計画表には，その部活動の大会はもとより，学校行事な

ども記入しておくとよいでしょう。 
    2009年度　　　　○○部年間予定表

1 水 1 金 1 月 1 水 1 土 1 火 ○○大会申込み〆切 1 木 1 日 1 火 1 金 元旦 1 月 1 月

2 木 2 土 2 火 ○○大会申込み〆切 2 木 2 日 2 水 2 金 2 月 2 水 2 土 2 火 2 火

3 金 3 日 県強化練習会 3 水 3 金 3 月 3 木 3 土 3 火 3 木 3 日 3 水 3 水

4 土 4 月 4 木 4 土 ○○大会 4 火 4 金 4 日 4 水 4 金 4 月 4 木 4 木

5 日 5 火 5 金 県春季 5 日 ○○大会 5 水 5 土 ○○大会 5 月 5 木 5 土 関東駅伝 5 火 5 金 5 金

6 月 6 水 6 土 6 月 6 木 6 日 6 火 6 金 6 日 関東駅伝 6 水 6 土 6 土

7 火 7 木 7 日 7 火 7 金 ○○申込み〆切 7 月 7 水 7 土 7 月 7 木 7 日 7 日

8 水 始業式 8 金 8 月 8 水 8 土 関東大会 8 火 8 木 駅伝代表者会議 8 日 8 火 8 金 8 月 8 月 県立高校入試

9 木 入学式 9 土 9 火 9 木 総体代表者会議 9 日 関東大会 9 水 9 金 1学期終業式 9 月 9 水 9 土 9 火 9 火 県立高校面接

10 金 10 日 10 水 10 金 10 月 10 木 10 土 10 火 10 木 10 日 10 水 10 水

11 土 ○○大会 11 月 春季代表者会議 11 木 11 土 11 火 11 金 11 日 11 水 11 金 11 月 11 木 11 木 卒業証書授与式

12 日 ○○大会 12 火 12 金 12 日 12 水 12 土 12 月 12 木 12 土 12 火 12 金 12 金

13 月 13 水 13 土 13 月 13 木 13 日 ○○大会 13 火 13 金 13 日 13 水 13 土 13 土

14 火 14 木 14 日 14 火 14 金 14 月 14 水 14 土 県駅伝 14 月 14 木 14 日 14 日

15 水 15 金 15 月 15 水 15 土 15 火 15 木 2学期始業式 15 日 15 火 15 金 15 月 15 月

16 木 16 土 16 火 16 木 16 日 16 水 16 金 16 月 16 水 16 土 16 火 16 火

17 金 17 日 17 水 17 金 1学期前半終了 17 月 17 木 新人代表者会議 17 土 県新人 17 火 17 木 17 日 17 水 17 水

18 土 ○○大会 18 月 18 木 18 土 18 火 18 金 18 日 18 水 18 金 全国駅伝 18 月 18 木 18 木

19 日 ○○大会 19 火 19 金 19 日 19 水 19 土 19 月 19 木 19 土 全国駅伝 19 火 19 金 19 金

20 月 20 水 20 土 20 月 地区総体 20 木 20 日 20 火 地区駅伝 20 金 20 日 20 水 20 土 20 土

21 火 ○○大会申込み〆切 21 木 宇河春季 21 日 21 火 地区総体 21 金 全国大会 21 月 21 水 21 土 21 月 21 木 21 日 21 日

22 水 22 金 宇河春季 22 月 22 水 22 土 全国大会 22 火 22 木 22 日 22 火 22 金 22 月 22 月

23 木 23 土 23 火 23 木 23 日 全国大会 23 水 23 金 23 月 23 水 23 土 23 火 23 火

24 金 24 日 24 水 24 金 24 月 全国大会 24 木 地区新人 24 土 24 火 24 木 24 日 24 水 24 水 修了式

25 土 25 月 25 木 25 土 県総体 25 火 25 金 地区新人 25 日 25 水 25 金 2学期前半終了 25 月 25 木 25 木

26 日 26 火 ○○申し込み〆切26 金 26 日 県総体 26 水 26 土 26 月 26 木 26 土 26 火 26 金 26 金

27 月 27 水 27 土 27 月 27 木 27 日 27 火 27 金 27 日 27 水 27 土 27 土

28 火 28 木 28 日 28 火 28 金 28 月 28 水 28 土 28 月 28 木 28 日 28 日

29 水 29 金 29 月 29 水 29 土 29 火 29 木 29 日 29 火 29 金 29 月

30 木 30 土 30 火 30 木 30 日 30 水 30 金 30 月 30 水 30 土 30 火

31 日 31 金 31 月 31 土 31 木 31 日 31 水

３月８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月４月 ５月 ６月 ７月

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

第４章 活動事例 

○その他、記入できそうなもの 
・月ごとの下校時刻 
・練習内容の強度 
・学校行事や地域の行事 
・定期テスト 
・試合期と鍛錬期の区別 
            など 

１ 活動計画の作成例 
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（２） 月間予定表 
月間予定表は，練習や試合の予定だけでなく，学校行事なども記載しておくと，部活と学校生活の

両立を図るうえでも見通しを持ちやすい。 
○ ○ 部 月 間 予 定 表 ７ 月

日月 火 水 木 金 土

５６ ／ ７ ／２９ ３０ １ ２ ３ ４

○ ○ 大 会 ○ ○ 大 会学 年 朝 会 １ 期 終 了
薬 物 乱 用 防 止 教 室 ｽ ﾀ ﾝ ﾀ ﾞｰ ﾄ ﾞ確 認 テ ス ト ② ６ ： ３ ０ ６ ： ３ ０
企 画 委 員 会 学 校 集 合 学 校 集 合

↓ ↓
○ ○ 会 場 ○ ○ 会 場

※ 弁 当 ※ 弁 当７：００～７：５０ １５：３０～１９：００ ７：００～７：５０ １６：３０～１９：００ ７：００～７：５０ １６：３０～１９：００ ７：００～７：５０ １６：３０～１９：００

１２６ ７ ８ ９ １０ １１

ＲＥＳＴ２ 期 開 始 冒 険 活 動 （ １ 年 ） 冒 険 活 動 （ １ 年 ） 冒 険 活 動 （ １ 年 ） 冒 険 活 動 （ １ 年 ） ８ ： ０ ０ ～ １ ２ ： ０ ０
ｽ ﾀ ﾝ ﾀ ﾞｰ ﾄ ﾞ再 テ ス ト 総 体 地 区 代 表 者 会 議 ○ ○ 中
地 区 大 会 申 込 み 〆 切

７：００～７：５０ １６：３０～１９：００ ７：００～７：５０ １６：３０～１９：００ ７：００～７：５０ １６：３０～１９：００

１９１３ １４ １５ １６ １７ １８

専 門 委 員 会 登 校 指 導 午 前 Ｂ 日 課 ８ ： ０ ０ ～ １ ２ ： ０ ０ＲＥＳＴ
ア ル ミ 缶 回 収 ( ) 生 徒 朝 会 （ 壮 行 会 ） 全 校 集 会 ○ ○ 中~ １５日

職 員 会 議

７：００～７：５０ １５：３０～１９：００ ７：００～７：５０ １６：３０～１９：００ ７：００～７：５０ １６：３０～１９：００ ７：００～７：５０ １５：３０～１８：００

２０ ２６２１ ２２ ２３ ２４ ２５

総 体 宇 河 地 区 大 会 総 体 宇 河 地 区 大 会 総 体 県 大 会 総 体 県 大 会ＲＥＳＴ ８ ： ０ ０ ～ １ ２ ： ０ ０ ８ ： ０ ０ ～ １ ２ ： ０ ０
６ ： ３ ０ ６ ： ３ ０ ○ ○ 中 ○ ○ 中 ６ ： ３ ０ ６ ： ３ ０

学 校 集 合 学 校 集 合 学 校 集 合 学 校 集 合
↓ ↓ ↓ ↓

○ ○ 会 場 ○ ○ 会 場 ○ ○ 会 場 ○ ○ 会 場
※ 弁 当 ※ 弁 当 ※ 弁 当 ※ 弁 当

２２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ８ ／ １

ＲＥＳＴ ＲＥＳＴ ＲＥＳＴ８ ： ０ ０ ～ １ ２ ： ０ ０ ８ ： ０ ０ ～ １ ２ ： ０ ０ ８ ： ０ ０ ～ １ ２ ： ０ ０ ８ ： ０ ０ ～ １ ２ ： ０ ０
○ ○ 中 ○ ○ 中 ○ ○ 中 ○ ○ 中

 
 
 
 
 
（３）週ごとや鍛錬期の予定表（練習メニュー） 
・時期によってメニューが変わるような種目では，週ごとの予定を作成しておくと便利です。 

陸 上 競 技 部 練 習 メ ニ ュ ー
２ ０ ０ ○ ． ９ ． １ ５ （ 月 ） ～ ９ ． ２ １ （ 日 ）

： 学 校 行 事 と の 両 立 ！ 限 ら れ た 時 間 を 有 効 に 使 う よ う に す る 。 準 備 や今 週 の 目 標
行 動 が 素 早 く で き る よ う に し て 、 そ の 日 の メ ニ ュ ー は や り 切 れ る よ う に す る 。

月 ／ 日 強 度 短 距 離 ハ ー ド ル ・ 跳 躍 ・ 投 擲 中 ・ 長 距 離

○ ４ ０ 秒 間 走 × ３ → ３ ０ 秒 間 走 × ３ → ２ ０ 秒 間 走 × ３
○ Ｓ Ｄ ３ ０ ｍ × ３ ○ Ｓ ・ Ｓ ３ ０ ｍ × ５ ○ ペ ー ス 走 １ ０ ０ ０ ｍ

９ ／ ６ ０ ｍ × ２ ○ 技 術 練 習 ２ ０ ０ ０ ｍ
１ ５ 強 ○ ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾊ ﾞ ﾙ ２ ０ ０ ｍ × ３ ０ ０ ０ ｍ10

（ 月 ） ２ Ｓ ２ ０ ０ ０ ｍ
１ ０ ０ ０ ｍ

（ ６ ０ ０ ｍ Ｗ ）
○ 鉄 棒 腹 筋 × １ ０ ３ Ｓ → 〃 → 〃
○ ス ク ワ ッ ト × １ ０ ３ Ｓ → 〃 → 〃

○ ○ Ｓ Ｄ ３ ０ ｍ × ５ ○ ペ ー ス 走 ６ ０ ０ ｍ × ５１００ｍ＋１００ｍ＋１００ｍ ×３
○ 技 術 練 習 ２ Ｓ（＋＝１００ｍ歩行）（Ｒ＝５’）

（ Ｒ ＝ ４ ’ ３ ’ ２ ’ １ ’ ）１００ｍ＋１００ｍ＋１００ｍ ×２
１ ６ 強 ○ 折 り 返 し 走（＋＝１００ｍジョグ）（Ｒ＝８’）

（ 火 ） ○ 折 り 返 し 走 １ ０ ０ ｍ × ３
１ ０ ０ ｍ × ３

○ タ イ ヤ 押 し ２ ０ ｍ × ５ → 〃 → 〃

ＡＣＴＩＶＥ ＲＥＳＴ１ ７
（ 水 ）

○ レ ペ テ ィ シ ョ ン → 〃 ○ 変 則 レ ペ テ ィ シ ョ ン
400m 600m 400m１ ５ ０ ｍ ＋ ７ ０ ｍ ５ Ｓ － －

（ Ｒ ＝ ８ ’ ） ２ Ｓ
１ ８ 強 （ Ｒ ＝ ８ ’ １ ０ ’ ）

（ 木 ） ○ ﾊ ﾞ ｳ ﾝ ﾃ ﾞ ｨ ﾝ ｸ ﾞ ３ ０ ｍ × ５ → 〃 → 〃
ﾎ ｯ ﾋ ﾟ ﾝ ｸ ﾞ ３ ０ ｍ × 各 ３ → 〃 → 〃

ﾎ ｯ ﾋ ﾟ ﾝ ｸ ﾞ ３ ０ ｍ × 各 ３ → 〃 → 〃変則

○ ウ エ イ ト Ｔ ５ 種 → 〃 ○ ２ ０ ’ Ｊ ｏ ｇ
ｱ ｯ ﾌ ﾟ ﾗ ｲ ﾄ → ｸ ﾘ ｰ ﾝ → ○ １ ５ ０ ０ ｍ Ｔ ・ Ｔ
ｽ ｸ ﾜ ｯ ﾄ → ﾍ ﾞ ﾝ ﾁ ﾌ ﾟ ﾚ ｽ

１ ９ 強 → ﾋ ｰ ﾙ ﾚ ｲ ｽ ﾞ ５ Ｓ
（ 金 ） ○ Ｓ ・ Ｓ ５ ０ ｍ × １ ０ → 〃 → 〃

２ Ｓ

○ 加 速 走 ２ ０ ｍ × ２ → 〃 ○ ビ ル ド ア ッ プ ６ ０ ０ ０ ｍ
○ 加 速 走 （ ス タ ブ ロ 有 ） ○ 技 術 練 習 ○ テ ン ポ 走 ６ ０ ０ ｍ × ２

２ ０ 中 ３ ０ ｍ × ２ ４ ０ ｍ × ２ ○ Ｓ ・ Ｓ ５ ０ ｍ × １ ０ ２ Ｓ
（ 土 ） ５ ０ ｍ × １ ６ ０ ｍ × １

○ Ｔ ・ Ｔ
１ ０ ０ ｍ × １
１ ５ ０ ｍ × １

ＲＥＳＴ２ １ 中
（ 日 ）

陸 上 競 技 部 冬 季 練 習 メ ニ ュ ー Ｐ ａ ｒ ｔ Ⅰ
～ １ １ 月 ～

月 火 木 金 土

○Ｗ－Ｕ ｐ朝練
７：０ ０ ○Ｗ－Ｕｐ ○ドリル
７：１ ５ ●月・木 ・・ ・サーキット５周 ○ ５本フォーム走

●火・金 ・・ ・２０’Ｊｏｇ → ５０ｍ折り返し走 ×１０
７：４ ５ ○Ｗａｌｋ－Ｄ ｏｗｎ ○４０秒 間走
７：５ ０ ○集合 ↓

３０秒 間走
↓午後練

１５：２ ０ ○Ｗ－Ｕｐ ○Ｗ－Ｕｐ ○ －Ｕｐ ○Ｗ －Ｕｐ ２０秒 間走W
（月） ○ドリル ○エンドレス・ ○ 林道コース ○ウ エイト

○ペース走 リレー ８周 ト レーニング
１ ６ ：２ ０ ・６００ｍ×５ ・２００ｍ×５ ・ ペース走 ５セット ○本練習 は状態
(火 木 金 ) ２セット 又は ・ア ップライト を見な がら、・ ・

（休４分，３分 ・ ビルドアップ ・ク リーン 連絡
２分 １分 ・ベ ンチプレス， ）

・ス クワット
・ヒ ールレイズ

井頭公園 練習セット間 ※連 続２０回を
１０分休 速く やる。 （月１～ ２回）

途中 で止 まっ 坂上り
たら 、始めか 坂下り

クロスカントリーら！ ！
など

１７：１ ０ ○Ｃ－Ｄｏｗｎ
○グラウンド整 備

１７：２ ０ ○集合

完全下校１７：３ ０  

○月間予定表に入れておくとよいもの 
・朝練や放課後練習の有無   ・大会の集合場所や会場  ・ユニフォームの着用等 
・練習の開始時刻と終了時刻（終了時刻はおおよその時間でも可） 
・練習試合や学校以外の場所で練習を行うときの交通手段  ・弁当の有無 
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 本校Ｔ部では，学校と保護者会が連携を図り，保護者会を開催しました。実施する場所は，学校を

使うこともありますが，時間が遅いこと，保護者の方の利便性も考えて市民センターや公民館などで

行うことも多いです。 
 顧問の立場からは，1 年間の活動予定や，保険，活動経費などについて，保護者の立場からは練習

試合や，大会等の当番などについて説明と話し合いが行われました。 
 学校が保護者会と連携を図り，会計や試合等における引率の補助などの運営面の協力を得ることで，

顧問の負担が軽減し，生徒の活動がより充実しました。 
以下に，保護者会で配布した通知・資料などの例を示します。 

 
 【保護者会開催のお知らせ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【年度当初の保護者会で示す資料の例】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 保護者と連携を図った活動例（保護者宛通知例）

                                 平成 25 年○月○日 
○○部 保護者各位 
                               保護者会長 ○○ ○○ 
 

保護者会開催のお知らせ 
 
 保護者の皆様におかれましては、ますますご健勝のこことお喜び申し上げます。 
 さて、1 年生も正式に入部し、保護者会の活動等について説明させていただきたく、下記のよ

うに会議を予定いたしました。ご多忙中のところとは思いますが、ご参加くださいますようお願

い申し上げます。 
記 

 
日時   ○月○日 午後 7 時～  ○○地区市民センター  
内容   ・顧問の話（心得・年間計画・練習試合について･･･） 
     ・保護者会規約 
     ・部費・保険について 
     ・その他 

 
○○中学校○○○○部の約束 

顧問  ○○○○

１ 部活動だけでなく、学校生活でもきちんとした態度で過ごす。 
２ 挨拶をきちんとする。 
３ 時間、校則、部の約束等をきちんと守る。 
４ 休むときには部長、または、顧問に必ず連絡する。 
５ 部活終了後は寄り道や買い食いをしないで帰る。 
６ 土日の練習は普段の通学手段と同じです。また、お金や携帯電話など不要なものは持ってこ

ないこと。また、持ってきた飲み物を登下校中に飲むようなことはしない。 
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【入部にあたっての留意点】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【関東・全国大会等参加のお知らせ】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○○中学校○○○部入部にあたって 

 
１ 活動目的   ・部活動を通して心身を鍛え、礼儀作法や礼の心を身につける。 
２ 活動について ・基本的には月・火・木・金・土の練習（日に行ったときは月が休み） 
         ・土日には練習試合が入ることがある。 
         ・第３日曜（家庭の日）は休み 
         ・朝練は７：15～ 
３ 部員心得   ・部活だけの人間になってはいけない。 
         ・時間を守る。 
４ 用具について ・ラケット、シューズ、ユニフォーム、ウィンドブレーカーは個人購入。 
５ 選手選考基準 ・基本的には下記の事項を踏まえ，総合的な判断により選手を選考します。

・学校生活できちんとした行動をとっている生徒 
（服装・言葉遣い・授業態度・挨拶など） 

・部活の練習に理由無く休まず参加している生徒 
・時間を守って行動している生徒 
・上記の４つを理解し、行動できる生徒 

６ 地域との連携 ・地区体育祭や地域での行事への参加やボランティア活動への参加要請があ

った時には、積極的に参加すること。 

平成○年○月○日

○○部保護者各位 
○○中学校○○○部 顧問○○○○

関東大会参加のお知らせ 
  
日ごろより本校○○部の活動にご理解・ご協力を賜り、感謝申し上げます。 

 さて、今年度は予選を勝ち抜くことができ関東大会に参加することとなりました。 
つきましては，下記の通り計画いたしましたので，趣旨をご理解の上ご協力くださいますよう

お願い申し上げます。 
 なお，参加の可否については，○日までに顧問までご報告願います。 
 

記 
１ 日 時  8 月○日～8 月○日 
２ 場 所  ○○市青少年センター 体育館・宿泊所 
３ 費 用  ○○○○円  内訳 宿泊費・食事代・交通費･･･ 
４ 引 率  ○○○○、○○○○ 
５ 持ち物  体操着、下着類、洗面具、入浴具、保険証の写し･･･ 
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（１）借用書について 

音楽部・吹奏楽部での活動では，顧問教諭は毎年楽器の確保に苦慮しています。約 30 種類以上（管

楽器・打楽器）の楽器を使用して練習します。 
演奏したい曲によっては，使用しなければならない楽器が足らないために，選曲をあきらめなけれ

ばならないこともあります。そのため，各小・中・高等学校の顧問同士が協力し合い，自校で使用し

ていない楽器を借用しあうことがあります。 
その際には「借用書」（例参照）に借用品，借用期間，破損の場合の処置等を明記し，学校長の承

認を得て，借用を依頼するとよいでしょう。 
生徒に対しては，楽器を丁寧に扱うよう指導を徹底するとともに，借用期間を厳守するようにしま

す。 
（「借用書」の例） 

（２）学校物品有効活用システム 

教育情報システムの，「みんなのキャビネット」内に，「貸します」「譲ります」と物品一覧が記入

されています。中には金管楽器や弦楽器，和楽器もありました。是非有効活用されるとよいでしょう。 

 

（３）成果 

特に打楽器は種類も多く，毎年使用しない楽器もあります。楽器は非常に高額で，すぐに購入計画

は立てられないため，中学校同士のみならず，高校の先生や小学校の先生にもお願いをし，借用させ

てもらったことで，幅の広い選曲や演奏活動が可能になりました。 
 

 平成○年○月○日

                        ○○中学校長○○○

 ○○中学校長様 
 

借 用 書 
 
 次の物品について、下記のとおり貴校吹奏楽部よりお借りいたします。なお、借用期間中に破損が起

きた場合には、当方が責任を持って修理など必要な処置を講じた上でご返却いたします。 
             

記 
 
  １．借用品   コントラバス  １台 
   

２．借用期間  平成○年○月○日～平成○年○月○日 
  
                             連絡先    

                    ○○中学校吹奏楽部顧問  ○○○○

                             電話番号 ○○○○ 

３ 楽器などを有効に借用した活動例 
（資料編Ｐ４９，５０参照）
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（１） 概要 

本校では３年前より弓道部に外部指導者

を配置しました。弓道は，指導に当たり専門

的な知識や技能が必要な種目ですが，本校で

は部員が多くいるにもかかわらず専門的な

指導ができる顧問がいなかったため，栃木県

弓道連盟のＫ先生に外部指導者を依頼しま

した。 
その先生は，週１回の活動の中で，まず意

識改革からスタートさせ，最終的に多くの有

段者を生みました。部員も積極的に活動し，

弓道の技術はもとより，中学生年代で必要な

マナーや礼儀など多くのことを学びました。

弓道経験のない顧問も，その先生の薦めによ

り弓道を学び，３年間で弓道３段まで昇進で

きました。 
 

実
施
計
画 

月 指導内容 
予定

回数 
月 指導内容 

予定

回数

5 月
1 年生（新入部員）に 
向けての技術指導 ３ 10 月

 
４

6 月
 

４ 11 月
大会に向けての 
技能指導 ４

7 月
 

４ 12 月
 

２

8 月
審査会に向けての 
体配指導 ２ 1 月 審査会に向けての 

体配指導 ４

9 月
 

４ 2 月 大会に向けての 
技能指導 １

 
（２） 成果 

・ いままでは有段者が数人ほどでしたが，外部指導者の技術指導により３年生になれば，ほとん

どの部員が初段以上の有段者となりました。 
・ 弓道を通してマナーや礼儀作法を学んだことにより，学校生活においても規範意識が生まれま

した。                                
・ 平成２１年度には地区大会において優勝し，県大会でも常連となるなど技能も向上し，実力も

定着してきました。 

４ 外部指導者と連携を図った活動例(１) 
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（１）外部指導者に指導を依頼した経緯 

本校の剣道部は，専門的な指導をできる

教員がいなかったため，ここ数年毎年のよ

うに部活動顧問が交代していました。その

ような状況の中でも地域の道場に通ってい

る生徒たちが中心となってある程度のレベ

ルの部活動を行うことができていました。 
しかし，２年前に小学校の時から活躍し，

高レベルの技術を持った生徒数人が本校に

入学すると同時に，競技未経験の教員が顧

問となり，部活動の在り方について考えさ

せられることとなりました。そんな折に，

保護者の熟練者が，外部指導者を引き受け

てくれることになりました。 
 
 

（２）指導の成果 

外部指導者が熱心に指導してくれたおかげで，大会の結果や生徒の普段の練習への取り組み方に変

化が現れてきました。外部指導者には主に大会日及び休日を中心に指導してもらっていますが，平日

の練習においても，生徒それぞれが目標を持って自主的に取り組むようになりました。 
 
（３）連携にあたって考えたこと 

  これまでのことを振り返って，次のようなことが大切であると考えました。 
① 顧問教諭と外部指導者が，部活動運営等について常に共通理解を図ることにより，生徒に指

示を出す際の顧問教諭と外部指導者の指示の統一が図れる。 
② 顧問教諭は練習試合の設定や練習場所の確保，また，外部指導者は全面的に技術指導を行う，

さらに，大会登録メンバーなどは，外部指導者と顧問教諭が相談の上決定し，顧問が発表す

るなど顧問教諭と外部指導者の役割分担を明確にする。 
③ 顧問教諭と外部指導者の信頼関係が良好に保てるよう，連絡を密にとる。 
④ 外部指導者も交えて，部の指導方針や考え方を保護者に伝え，ご理解をいただく。 

 
（４）まとめ 

外部指導者と連携を図った取組を紹介しましたが，大会の結果などで成果が得られたのは，素晴ら

しい外部指導者を得られたこと，そして，強い部員が集まってきたからであると思います。外部指導

者の皆様は，子どもたちに教えることに熱心であり，時には熱心さのあまり，生徒や保護者あるいは

顧問との間に誤解が生じることもあると聞いています。そのような時は，生徒のことを一番に考え，

顧問教諭が調整していく必要があると考えます。今後も，外部指導者の方が指導してくださることに

感謝を忘れないようにしていきたいと思います。 

５ 外部指導者と連携を図った活動例(２) 
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（１）概要 

本校野球部では，部活動における「子どもたちの健全育成」を大きな目標として掲げ，次の４

つを徹底して指導しました。それらが守れなければ部活動への参加を認めないというような厳し

い指導も行いました。また，学級担任と連携を図ることにより，自然と生徒の様子を把握するこ

とができ，指導に役立てることができました。 

① 基本的生活習慣を身に付けることの徹底，登校時間の厳守，給食を落ち着いて食べる，清

掃の徹底 

② 授業への積極的な取り組み 

③ 係・委員会活動・生徒会活動への積極的参加の奨励 

④ 学校行事・クラス行事への前向きな参加 

 

 

  

 

     

    

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）成果 

基本的な生活習慣に関する指導を徹底した

ことにより，平日の限られた時間をだらだらと

過ごすことから，少しずつ脱却することができ

ました。特に冬場の 30 分しかない日でも，時

間を有効に使い，メニューを黙々とこなす生徒

が増えてきました。 

また，小さな変化を見逃さず，積極的に生徒

に声をかけたことにより，取組の真剣さが変わ

ってきました。私は生徒をほめるのが苦手でし

たが，生徒は実際にほめてもらえると，ほとん

どの生徒が嫌な気はしないようです。 

これらの方針がチーム全体に浸透すること

により，指導者も放課後や休日の時間が楽しく

なり，保護者と話をする時間が増え，情報をた

くさん得ることもでき，指導に役立てられるよう

になりました。 

６ 基本的生活習慣を重視した部活動運営例 

⑤ 保護者や周りの大人に対して感謝の気 

持ちを持たせる 

活動用具・健康な体・食事・遠征時の送り

迎え・活動費の捻出・環境づくりなど，たく

さんの支援があるから，部活動に取り組めて

いることを理解させる。 

練習などに保護者が顔を出した時などは，

気が付いた者からあいさつし，その後，みん

なであいさつするように指導している。あい

さつを交わすと，保護者や多くの先生から認

められ，自然と活動にも集中することができ

る。 

⑥ 小さな変化を見逃さないために 

 毎日同じ内容の繰り返しの練習の中で，そ

の成果や成長を見取ることはなかなか難し

い。指導者が小さな変化を見逃さないために

は，声かけを大切にし，気付いたり感じたり

したことをできるだけ本人と話すことは，子

どもの励みとなる。 

子どもが，一つの課題をクリアーできれ

ば，指導者がいないところでも，自然に頑張

れるようになるものである。目標を持つ生徒

が増えるとチームとしての取り組みもまた

真剣になってくる。 
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（１） 概要 

 

 

 
 
 
 
 

（２） 取組内容 

私がまず取り組んだことは，専門の文献を探すことやインターネットでの検索です。 
中学生向けの陸上専門書を探すのは困難ですが，中学生の陸上競技に関するサイトは容易に検索

することができました。年間指導計画や毎月の練習メニューなど細かく記載されているところもあ

り，大いに参考になりました。あるサイトは情報量が豊富で，掲示板での情報交換なども行われて

おり，疑問解決のツールになりました。そこで得た練習計画案を，自校の実情に合わせて修正をし，

生徒に配り練習の指針としました。 
 
次に行ったことは，他校の練習内容を取り入れることです。 
土日は総合運動公園の陸上競技場で練習を行うようにしました。複数の学校が練習に来ているの

で，どのように活動しているのかを取り入れようという狙いでした。師の技は盗み見して覚えろと

いう見習い職人の気持ちになって，基本練習内容や細かい選手の動きなど，練習風景を観察し，よ

い部分をメモしました。そして，自校の練習計画の参考にしました。 
 
また，合同練習会や用具メーカーの行う陸上教室などにも参加し，専門種目の指導やトップアス

リートから直接のアドバイスを受けることができました。生徒は自分の専門種目で活躍している選

手から声をかけられることで，励みになったようです。指導者にとっても，悩んでいた部分の解決

の糸口になったので，こういう機会があるのはありがたいと思いました。 
 
関東大会や全国大会などの上位大会に自校の選手が出場できなくても，生徒を連れて行って見に

行ったり，オリンピックや世界陸上などの番組を録画し雨天時の練習に活用したりしました。 
 
用具の面でも，ミニハードルなどを購入する予算が足りなときは，ホームセンターで材料を買っ

てきて自作しました。部活動に役立つと思うことは，とにかく何でもやってみました。 

 

（３）成果 

顧問が競技経験者ではなくても指導することは可能です。外部指導者に指導を仰ぐのも１つの方

法ですが，顧問をまかされた以上，その競技に興味をもってやってみることが大切だと思います。

その気持ちが自身の競技の専門性や知識を高めることにつながり，自分自身にとってもとても貴重

な経験になりました。 

７ 専門外の種目を指導した活動例 

 専門外である陸上競技部の顧問を引受けた時に、悩んだのが練習計画の立案である。前任者の

残した資料を参考にしながら生徒と練習を始めたが、短距離や長距離種目の練習内容の違いや多

種多様の種目があり、専門の練習メニューが必要であることなど、大変な部活動を引受けてしま

ったと感じたものである。生徒指導面や精神性の指導などは、どの部活動でも共通のものである

から問題はないが、全くの専門外種目となると練習内容や具体的な指導方法は、一から勉強しな

くてはならず、誰もが苦労するところであろう。 
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（１） 概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２） 実施上配慮した点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３） 成果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８ 合同部活動の活動例 

 本校バレー部は３年生の引退にともない、１・２年生の部員がバレーボールに必要な人員数の

６人を割りました。近隣の中学校でも同様の状況となっているため、これを補うために合同チー

ムを結成する経緯となりました。なお、それぞれの部員の人数は５人で，合同期間は新人戦のあ

る８月から翌年の３月までという条件で実施しました。 
 また、県全体では男子バレー部のチーム数は３０を割り、競技人口は著しく低下しているため、

これ以上の部の数の減少を避けるためという目的もありました。 

・ 生徒がこれまで続けてきたバレーボールを中学校においても続けられたのは大変有意義な

ことである。生徒に活動機会を提供するという所期の目的は達成できたと考える。 
・ 合同チームになることによって、休部と廃部の危機を免れた。また、それぞれのチームの技

術交流となり、競技力が向上したと感じる。 
 

主な成績  
宇河地区新人バレーボール大会 優勝 
栃木県新人バレーボール大会  優勝など 

○ 合同部活動実施について，あらかじめ保護者や生徒に意見を聞いた上で，校長に相談しま

した。 

○ 各種大会に参加できるかどうか，種目連盟に確認しました。 

○ 相手中学校の学校長の承認を得ました。 

○ 両校の保護者・生徒・顧問が集まり，次の内容を確認しました。 

・ 合同部活動の実施期間 ・活動経費  ・活動組織  ・活動に必要な用具 

・ 生徒や保護者の役割分担 ほか 
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新学習指導要領における部活動の位置づけ 

 

○中学校学習指導要領（平成 20 年 3 月告示）における部活動の位置づけ 

生徒の自主的，自発的な参加により行われる部活動については，スポーツや文化及び科学等に親しま

せ，学習意欲の向上や責任感，連帯感の涵養等に資するものであり，学校教育の一環として，教育課程

との関連が図られるよう留意すること。その際，地域や学校の実態に応じ，地域の人々の協力，社会教

育施設や社会教育関係団体等の各種団体との連携などの運営上の工夫を行うようにすること。 

【総則第４－２－(13)】

 

○中学校学習指導要領解説 総則編（平成２０年９月） 

中学校教育において大きな役割を果たしている「部活動」については，前回の改訂により，中学校学

習指導要領の中でクラブ活動との関連で言及がなされていた記述がなくなっていた。これについて，平

成 20年 1月の中央教育審議会の答申においては，「生徒の自発的・自主的な活動として行われている部

活動について，学校教育の一環としてこれまで中学校教育において果たしてきた意義や役割を踏まえ，

教育課程に関連する事項として，学習指導要領に記述することが必要である。」との指摘がなされたと

ころである。 

 本項は，この指摘を踏まえ，生徒の自主的，自発的な参加により行われる部活動について， 

① スポーツや文化及び科学等に親しませ，学習意欲の向上や責任感，連帯感の涵養，互いに協力し合

って友情を深めるといった好ましい人間関係の形成等に資するものであるとの意義， 

② 部活動は，教育課程において学習したことなども踏まえ，自らの適性や興味・関心等をより深く追

求していく機会であることから，第2章以下に示す各教科等の目標及び内容との関係にも配慮しつつ，

生徒自身が教育課程において学習する内容について改めてその大切さを認識するよう促すなど，学校

教育の一環として，教育課程との関連が図られるようにするとの留意点， 

③ 地域や学校の実態に応じ，スポーツや文化及び科学等にわたる指導者など地域の人々の協力，体育

館や公民館などの社会教育施設や地域のスポーツクラブといった社会教育関係団体等の各種団体と

の連携などの運営上の工夫を行うとの配慮事項， 

をそれぞれ規定したものである。 

 各学校が部活動を実施するの当たっては，本項を踏まえ，生徒が参加しやすいように実施形態などを

工夫するとともに，休養日や活動時間を適切に設定するなど生徒のバランスのとれた生活や成長に配慮

することが必要である。 

【総則編第３章第５節(13) Ｐ７２】
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○中学校学習指導要領解説 保健体育編（平成２０年９月） 

〈運動部の活動〉 

運動部の活動は，スポーツに興味と関心をもつ同好の生徒が，より高い水準の技能や記録に挑戦する

中で，スポーツの楽しさや喜びを味わい，豊かな学校生活を経験する活動であるとともに，体力の向上

や健康の増進にも極めて効果的な活動である。 

 したがって，生徒が運動部の活動に積極的に参加できるよう配慮することが大切である。また，生徒

の能力等に応じた技能や記録の向上を目指すとともに，互いに協力し合って友情を深めるなど好ましい

人間関係を育てるよう適切な指導を行う必要がある。 

 運動部の活動は，主として放課後に行われ，特に希望する同好の生徒によって行われる活動であるこ

とから，生徒の自主性を尊重する必要がある。また，生徒に任せすぎたり，勝つことのみを目指した活

動にならないよう留意する必要もある。このため，運動部の活動の意義が十分発揮されるよう，生徒の

個性の尊重と柔軟な運営に留意したり，生徒のバランスのとれた生活や成長のためにも休養日や練習時

間を適切に設定したりするなど，生徒の能力・適性，興味・関心等に応じつつ，健康・安全に留意し適

切な活動が行われるよう配慮して指導することが必要である。 

保健体育編第３章３ Ｐ１７０～Ｐ１７２

 



Ｈ18 Ｈ19 H20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

運動部 65.4 65.6 65.8 64.9 66.3 67.5 65.8 67.8

文化部 16.2 17.3 17.5 18.4 19.1 19.1 19.1 19.5

合計 81.6 82.9 83.3 83.3 85.4 86.6 84.9 87.3

○　部活動加入率の推移                            
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学校 性 陸上 ﾊﾞｽｹ ﾊﾞﾚ- 野球 ｻｯｶ-
ソフト
テニス 卓球 体操 水泳

ソフト
ボール ﾀﾞﾝｽ ﾊﾞﾄﾞﾐﾝ 柔道 弓道 剣道 新体

硬式
テニス 合計

一 男 ● ● ● ● ● ● ● 7

条 女 ● ● ● ● ● 5

陽 男 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9

北 女 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9

男 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10

女 ● ●  ● ● ● ● ● ● ● 9

陽 男 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10

南 女 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10

陽 男 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9

西 女 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9

男 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10

女 ● ● ● ● ● ● ● ● 8

陽 男 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 11

東 女 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10

男 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10

女 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9

男 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10

女 ● ● ● ● ● ● ● ● 8
清 男 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 11
原 女 ● ● ● ● ● ● ● ● 8

横 男 ● ● ● ● ● ● ● ● 8

川 女 ● ● ● ● ● ● 6

男 ● ● ● ● ● 5

女 ● ● ● ● ● 5

豊 男 ● ● ● ● ● ● ● ● 8
郷 女 ● ● ● ● ● ● ● 7
国 男 ● ● ● ● ● ● 6

本 女 ● ● ● ● ● 5

城 男 ● ● ● ● ● ● ● ● 8

山 女 ● ● ● ● ● ● ● ● 8

晃 男 ● ● ● ● 4

陽 女 ● ● ● ● 4

姿 男 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9

川 女 ● ● ● ● ● ● ● ● 8

雀 男 ● ● ● ● ● ● ● 7

宮 女 ● ● ● ● ● ● 6

鬼 男 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 9

怒 女 ● ● ● ● ● ● ● ● 8

宝 男 ● ● ● ● ● ● ● ● 8

木 女 ● ● ● ● ● ● 6

男 ● ● ● ● ● ● ● ● 8

女 ● ● ● ● ● ● ● ● 8

男 ● ● ● ● ● 5

女 ● ● ● ● ● 5

男 ● ● ● ● ● ● ● ● 8

女 ● ● ● ● ● ● ● ● 8

男 ● ● ● ● ● ● ● 7

女 ● ● ● ● ● ● ● ● 8

男 ● ● ● ● ● ● ● 7

女 ● ● ● ● ● 5

男 19 20 11 25 25 21 23 0 7 0 0 8 10 13 22 0 0 204

女 18 25 24 5 6 24 23 0 7 3 0 8 6 13 20 0 0 182

37 45 35 30 31 45 46 0 14 3 0 16 16 26 42 0 0 386

河
内

上
河
内

古
里

田
原

平成25年度

 合計

計

運　動　部　設　置　状　況

旭

星
が
丘

泉
が
丘
宮
の
原

若
松
原

瑞
穂
野

-36-



NO. 学校名 吹奏楽 合唱 美術
科学

科学電
子

情報
パソコ
ン

演劇 放送
オリジ
ナルイ
ラスト

ハン
ディク
ラフト

手芸
家庭
園芸

百人一
首

茶華道 合計

1 一条 ● ● ● ● 4

2 陽北 ● ● ● ● 4

3 旭 ● ● ● 3

4 陽南 ● ● ● ● ● 5

5 陽西 ● ● ● 3

6 星が丘 ● ● ● ● ● ● 6

7 陽東 ● ● ● ● ● ● 6

8 泉が丘 ● ● ● ● ● ● 6

9 宮の原 ● ● ● ● 4

10 清原 ● ● ● 3

11 横川 ● ● ● ● 4

12 瑞穂野 ● ● 2

13 豊郷 ● ● ● 3

14 国本 ● ● 2

15 城山 ● ● ● ● 4

16 晃陽 ● ● 2

17 姿川 ● ● ● ● 4

18 雀宮 ● ● ● ● 4

19 鬼怒 ● ● ● ● 4

20 宝木 ● ● ● 3

21 若松原 ● ● ● ● ● 5

22 上河内 ● ● 2

23 古里 ● ● ● 3

24 田原 ● ● 2

25 河内 ● ● 2

24 9 25 10 5 9 1 1 1 3 1 1 90 合　計

平成25年度 文　化　部　設　置　状　況
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○　部活動地域指導者派遣人数の推移

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

運動部 45 48 48 49 49 57 66 74 73 70 71

文化部 8 9 12 11 11 8 7 8 8 12 11

合計 53 57 60 60 60 65 73 82 81 82 82

※平成19年度より河内・上河内町の合併より４校増加
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部活名 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 計
バスケットボール 12 12 11 13 13 11 15 12 14 10 13 136
弓道 6 5 6 6 8 8 9 9 8 8 8 81
卓球 4 5 8 6 8 7 7 5 7 6 7 70
剣道 5 5 6 8 3 7 7 11 4 6 7 69
ソフトテニス 5 5 5 5 5 5 3 5 8 5 4 55
サッカー 5 4 3 4 4 4 4 6 10 11 8 63
柔道 4 6 2 2 2 7 6 7 6 7 8 57
バレーボール 2 3 3 1 2 3 4 4 5 10 9 46
野球 2 1 2 2 2 2 7 9 7 5 3 42
ソフトボール 0 1 1 1 1 1 1 0 0 0 1 7
バドミントン 0 1 1 1 1 1 1 3 3 1 1 14
陸上 0 0 0 0 0 1 2 3 1 1 2 10
吹奏楽 8 7 8 6 7 5 3 3 5 8 8 68
茶華道部 0 2 1 2 2 2 2 2 2 2 2 19
合唱 0 0 2 2 1 0 1 3 1 2 1 13
情報メディア 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 3
演劇 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2

運動部 45 48 48 49 49 57 66 74 73 70 71 362
文化部 8 9 12 11 11 8 7 8 8 12 11 66
合計 53 57 60 60 60 65 73 82 81 82 82 428

文化部

運動部

○　部活動地域指導者活用事業における種目別派遣者数の推移
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-４０- 

熱中症について 

≪熱中症の予防と対応≫ 
熱中症とは 
○ 高温環境下で，体内の水分や塩分のバランスが崩れたり，体内の調整機能が破綻するなどして，

発症する障害の総称です。 
○ 死に至る可能性がある病態です。 
○ 予防法を知っていれば防ぐことができます。 
○ 応急処置を知っていれば救命できます。 
熱中症の症状 

分類 症 状 重症度 

Ⅰ度 
・ めまい，失神 
・ 筋肉痛，筋肉の硬直 
・ 大量の発汗 

   軽い 
 
 
 
 

 
重い 

Ⅱ度 ・ 頭痛，気分の不快，吐き気，嘔吐，倦怠感，虚脱感 

Ⅲ度 
・ 意識障害，痙攣，手足の運動障害 
・ 高体温 

 
熱中症の対応 
①涼しい環境への避難 
 ・風通しのよい日陰や，クーラーが効いている室内などに避難させましょう。 
②脱衣と冷却 
 ・衣服を脱がせて，体から熱の放散を促します。 

・露出させた皮膚に水をかけて，うちわや扇風機などで扇ぐことにより体を冷やします。 
・氷嚢などがあれば，それを頚部，腋下部，鼠径部に当てて皮膚の直下を流れている血液を冷や

すことも有効です。 
・体温の冷却はできるだけ早く行う必要があります。重傷者を救命できるかどうかは，いかに早

く体温を下げるかにかかっています。 
 ・救急隊を要請したとしても，救急隊の到着前から冷却を開始することが求められます。 
③水分・塩分の補給 
 ・冷たい水を与えます。 
 ・応答が明瞭で，意識がはっきりしているなら，水分の経口摂取は可能です。 
 ・「呼びかけや刺激に対する反応がおかしい」，「応えない（意識障害がある）時には誤って水分

が気道に流れ込む可能性があります。また，「吐き気を訴える」ないし「吐く」という症状は，

すでに胃腸の働きが鈍っている証拠です。これらの場合には，経口で水分を入れるのは禁物です。

④医療機関へ運ぶ 
 ・自力で水分の摂取ができないときは，緊急で医療機関に搬送することが最優先の対応方法です。

 ・実際に，熱中症の半数近くがⅢ度ないしⅡ度で医療機関での輸液（静脈注射による水分投与）

や厳重な管理が必要になっています。 
 （「熱中症環境保健マニュアル 2009（環境省）」からの抜粋）
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ＡＥＤについて 

 
 ＡＥＤの設置 

  宇都宮市では，全公立小中学校にＡＥＤを

設置しました。緊急時には児童生徒はもちろ

ん，学校利用団体等にも使っていただくことが

できます。 

 

ＡＥＤとは 

 突然の心停止は，心臓がブルブルと細かく

ふるえる「心室細動(しんしつさいどう)」に

よって生じることが多く，この場合には，で

きるだけ早く心臓に電気ショックを与え，心

臓の動きを取り戻すことがとても重要です。これを除細動といい，この電気ショックを行うため

の機器をＡＥＤ（Ａutomated External Defibrillator：自動体外式除細動器）といいます。 

 AED は，コンピューターによって，心臓のリズムを自動的に調べて，除細動が必要かどうかを

音声メッセージで指示してくれますので一般の人でも簡単で確実に操作できます。 

 救急救命士や医師による治療が実施される前に，現場に居合わせた人が心肺蘇生法を行い AED

を活用することで患者の救命率は格段に高くなるといわれています。 

  

ＡＥＤの設置場所 

 学校によって，設置場所が異なりますので，各学校に直接ご確認するか，各学校のホームペー

ジで確認してください。また，夜間や休日に学校施設を利用する団体は，事前に学校と連絡を取

り，設置場所の鍵の管理等について確認してください。 

  

ＡＥＤの使用方法 

 ＡＥＤは，音声により指示があるため，操作は簡単で誰でも使うことができます。 

 ＡＥＤを患者に装着すると，ＡＥＤによる電気ショックが必要であるのかどうかを自動的にチ

ェックしてくれるため，電気ショックが必要ない患者に対して作動することはありません。その

ため，医学的知識のない方でも安心して使用することができます。  

 なお，８歳未満又は体重２５kg 未満の小児には「小児用除細動パット」を使用してください。

 

救命講習について 

 市内の各消防署を会場に，毎月第 2 日曜日に応急手当講習会を開催しています。１５歳以上の

方ならどなたでも無料で参加できます。応急手当（AED 使用法を含む）を学ぶことで，救急車が

到着するまでの時間を適切な処置で対応できます。申込方法など詳しくは，宇都宮市のホームペ

ージ又は直接各消防署までお問い合わせください。 

 

 ・中央消防署 電話番号：028-625-5500 

 ・西消防署  電話番号：028-647-0119 

 ・南消防署  電話番号：028-653-0119 

 
 
  

【問合わせ先】 
学校健康課 ６３２－２７５６ 
学校管理課 ６３２－２７５９ 

ＡＥＤ（ハートスタート FR２）接続イメージ
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学校におけるスポーツ外傷等の後遺症への適切な対応について 
事務連絡 

平成 19 年 5 月 31 日 
 
各国公私立大学事務局 御中 
各国公私立高等専門学校事務局 御中 
各都道府県私立学校主管課 御中 
各都道府県・指定都市教育委員会学校安全主管課 御中 
 

文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課 
 
 学校における事故の防止と事故後の適切な対応については、かねてから幼児、児童、生徒及び学生の

安全確保の一環として取組をお願いしているところです。 
 近年、スポーツ外傷等の後に、脳脊髄液が漏れ出し減少することによって、起立性頭痛（立位によっ

て増強する頭痛）などの頭痛、頚部痛、めまい、倦怠、不眠、記憶障害など様々な症状を呈する「脳脊

髄液減少症」とよばれる疾患が起こりうるのではないかとの報告が一部の研究者からなされています。 
 この疾患については、医学的な解明が進められている段階であり、スポーツ外傷等を原因として起き

るかどうかも含め、いまだ定まった知見や治療法が確立しておりませんが、専門家の間で科学的な研究

が行われています。 
 各学校やその設置者におかれては、上記のような報告がなされていることや、専門家による研究が実

施されていることも踏まえ、事故が発生した後、児童生徒等に頭痛やめまい等の症状が見られる場合に

は、安静を保ちつつ医療機関で受診をさせたり、保護者に連絡して医療機関の受診を促すなどの適切な

対応が行われるようお願いします。 
 また、事故後の後遺症として通常の学校生活を送ることに支障が生じているにもかかわらず、まわり

の人から単に怠慢である等の批判を受け、十分な理解を得られなかったことなどの事例があるとの指摘

もなされています。そのため、各学校においては、必要に応じ、養護教諭を含む教職員が連携しつつ、

個々の児童生徒等の心身の状態に応じ、学習面を含め学校生活の様々な面で適切にご配慮頂きますよう

お願いします。 
 なお、各都道府県教育委員会学校安全主管課にあっては、域内の市区町村教育委員会に対し、各都道

府県私立学校主管課にあっては所管の私立学校等に対してこの趣旨を周知するようお願いします。 
 

（本件照会先） 
文部科学省スポーツ・青少年局 
学校健康教育課学校安全係 電話： 03-5253-4111（代表）（内線 2917） 
03-6734-2917（直通）  
FAX： 03-6734-3794  

  
 

（下線は宇都宮市教委による） 
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栃木県中学校体育連盟合同チーム編成規程 

 

栃木県中学校体育連盟は、運動部活動参加生徒の減少で単独チームによる大会出場が困

難な学校に配慮し、少人数の運動部にも大会出場の機会を与えるという趣旨から以下の条

件で合同チームを編成し、栃木県中学校体育連盟主催の大会への出場を認める。  
１．活動の条件  

  合同チームは、両校の教員が顧問として学校の教育計画に部活動として位置付けられて

おり、日常において計画的に活動している事が大会出場の前提条件となる。 
また、合同チームの監督は、いずれかの学校の教員とする。  
２．編成の条件  

  （1）種目と人数の範囲  
  合同チームの編成は、個人の部を持たない下記の団体種目に限定する。また、下記に示

す競技に同時に出場できる人数（以下「競技人数」という）を下回った場合のみ合同チー

ム編成することができる。 
1.バスケットボール ５人 2.サッカー 11 人 3.ハンドボール ７人 4.軟式野球 ９人 5.
バレーボール ６人 6.ソフトボール ９人 7.ホッケー６人  8.アイスホッケー６人  
（2）編成の組み合わせ  
  （1）の条件に当てはまるチーム同士の合同チーム（２校の組み合わせのみ）。  
３．編成の範囲  

  同一地区内で、日常の活動に支障のない範囲とする。  
４．編成の手続き  

  合同チーム編成の条件を満たしている学校の校長は、教育上合同チーム編成が必要であ

るという判断のもと、合同が可能な範囲の学校に編成を働きかけることができる。  
それぞれの学校間で校長が合同チームを編成することに合意した場合、当該校の校長はそ

の旨を【様式１】で地区中体連会長に申請し、地区中体連で協議の上、承認の可否を判断

するものとする。  
申請は、大会ごとに、地区大会参加申し込み締め切り１ヶ月前までに行うものとする。ま

た、承認の可否については、申請後 10 日以内に【様式２】で地区中体連会長より当該校の

校長に連絡する。  
承認した場合、地区中体連会長は【様式３】で栃木県中体連会長に報告する。  
 ５．その他  

  チーム名については、合同する学校名を連記する。  
勝利至上主義にならないように留意する。  
編成規程について問題が生じた場合は、その都度理事会で協議して見直しを行うものとす

る。  
 附  則    
  本規程は、平成 15 年５月９日より施行する。 
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宇都宮市における指定校の変更に関する要綱 

（趣旨) 

第１条 この要綱は，学校教育法施行令（昭和２８年政令第３４０号）第８条

の規定に基づき，学齢児童又は学齢生徒(以下「児童生徒」という。)の就学

すべき小学校又は中学校（宇都宮市立小・中学校の通学区域に関する規則（昭

和５８年教育委員会規則第７号）に基づき指定された学校をいう。以下「指

定校」という。）の変更に関する事務手続きについて，必要な事項を定めるも

のとする。 

（指定校の変更申請) 

第２条 保護者は，相当の理由により児童生徒を指定校以外の学校に通学させ

ようとする場合は，教育委員会に申立することができる。 

２ 前項の規定により指定校を変更しようとする保護者は，就学指定校変更申

請書に必要な書類を添えて，教育委員会に提出しなければならない。 

（審査) 

第３条 教育委員会は，前条第２項の規定に基づき就学指定校変更申請書等を

受理したときは，速やかに当該書類を審査するものとする。 

（許可) 

第４条 教育委員会は，第２条第１項の規定による保護者の申立の事由が，別

表の一に該当し，かつ相当と認められるものについては，指定校の変更を許

可することができる。 

（許可の通知) 

第５条 教育委員会は，前条の規定により指定校の変更を許可したときは，速

やかに当該保護者に対し就学指定校変更許可書を交付するとともに，当該学

校長に対し就学指定校変更許可通知書を交付するものとする。 

（許可の取消等） 

第６条 教育委員会は，第２条に基づく保護者の申請内容が事実に相違してい

ると認められるとき又は申請事由が変更若しくは消滅したと認められるとき

は，指定校変更の許可を取消し，改めて就学すべき学校を通知するものとす

る。 

（様式) 

第 7 条 この要綱に規定する申請書等の様式は，別に定める。 

（補則） 

第８条この要綱に定めるもののほか，指定校の変更に関し必要な事項は，別に

定める。 
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附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は，平成５年４月１日から施行する。 

 （学区外通学に関する事務取扱いについての廃止） 

２ 学区外通学に関する事務取扱い（昭和６１年６月１７日教育長決裁）は，

平成５年３月３１日限り廃止する。 

（経過措置） 

３ 改正後の宇都宮市における指定校の変更に関する要綱は，この要綱の施行

の日以後に許可を受ける者から適用し，同日前に許可を受けている者につい

ては，なお従前の例による。 

（施行期日) 

１ この要綱は，平成６年１０月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の宇都宮市における指定校の変更に関する要綱は，この要綱の施行

の日以後に許可を受ける者から適用し，同日前に許可を受けている者につい

ては，なお従前の例による。 

（施行期日) 

１ この要綱は，平成９年７月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の宇都宮市における指定校の変更に関する要綱は，この要綱の施行

の日以後に許可を受ける者から適用し，同日前に許可を受けている者につい

ては，なお従前の例による。 

（施行期日) 

１ この要綱は，平成１２年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の宇都宮市における指定校の変更に関する要綱は，この要綱の施行

の日以後に許可を受ける者から適用し，同日前に許可を受けている者につい

ては，なお従前の例による。 

（施行期日) 

１ この要綱は，平成１３年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の宇都宮市における指定校の変更に関する要綱は，この要綱の施行

の日以後に許可を受ける者から適用し，同日前に許可を受けている者につい

ては，なお従前の例による。 

（施行期日) 

１ この要綱は，平成１４年４月１日から施行する。 
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（経過措置） 

２ 改正後の宇都宮市における指定校の変更に関する要綱は，この要綱の施行

の日以後に許可を受ける者から適用し，同日前に許可を受けている者につい

ては，なお従前の例による。 

（施行期日) 

１ この要綱は，平成１６年１０月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の宇都宮市における指定校の変更に関する要綱は，この要綱の施行

の日以後に許可を受ける者から適用し，同日前に許可を受けている者につい

ては，なお従前の例による。 

（施行期日) 

１ この要綱は，平成１９年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の宇都宮市における指定校の変更に関する要綱は，この要綱の施行

の日以後に許可を受ける者から適用し，同日前に許可を受けている者につい

ては，なお従前の例による。 

（施行期日) 

１ この要綱は，平成１９年１０月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の宇都宮市における指定校の変更に関する要綱は，この要綱の施行

の日以後に許可を受ける者から適用し，同日前に許可を受けている者につい

ては，なお従前の例による。 
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（あて先）宇都宮市教育委員会教育長 

 

活動実績証明書 
 

下記児童生徒が本会に所属し、活動していることを証明いたします。 

 

 

平成  年  月  日 

・代表者住所： 

・代表者氏名：                  印 

・連 絡 先： 

在籍校名 宇都宮市立             学校 

児童生徒氏名  

生年月日 平成  年  月  日 性別 男 ・ 女 

現住所 宇都宮市 

活

動

内

容 

団体名  

内容  

場所  

期間 平成   年  月   日から現在まで在籍 

備考 
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６
ｋ

ｍ
を

超
え

，

隣
接
す
る
学
校
が
指
定
校
よ
り
近
く
安
全
な
経
路
に
よ
り
通
学
で
き
る
場
合
 

・
卒
業
ま
で
 

・
自
治
会
を
理
由
と
す
る
場
合
は
，
自
治
会
長
の
証
明
書
 

外
国

人
子

女
 

・
日

本
語

指
導

が
必

要
で

あ
る

外
国

人
子

女
で
，

指
定

校
に

日
本

語
指

導
講

師
が
派

遣
さ

れ
て

い

な
い
場
合
 

・
卒
業
ま
で
 

 

指
定

校
変

更
児

童
の

中
学

校
入

学
 

・
指

定
校

変
更

を
受

け
た

児
童

が
，

中
学

校
入
学

の
際

，
在

学
す

る
小

学
校

区
の
中

学
校

を
希

望

す
る
場
合
 

・
卒
業
ま
で
 

 

指
定

校
変

更
児

童
生

徒
の

兄
弟

 
・
指
定
校
変
更
の
許
可
を
受
け
た
者
の
兄
弟
姉
妹
で
，
同
一
校
に
就
学
を
希
望
す
る
場
合
 

・
卒
業
ま
で
 

 

部
活

動
へ

の
参

加
 

・
一

年
以

上
の

活
動

実
績

が
あ

り
，

活
動

継
続
希

望
の

運
動

・
文

化
活

動
を

内
容
と

す
る

部
が

，

就
学
指
定
校
に
な
い
場
合
，
ま
た
は
，
指
定
校
で
廃
部
に
な
っ
た
場
合
 

※
 
変
更
先
は
近
隣
の
学
校
 

・
中
学
校
卒
業
ま
で
 

・
活
動
実
績
が
わ
か
る
書
類
 

そ
の

他
 

・
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
に
よ
り
，
教
育
的
な
配
慮
が
必
要
な
場
合
 

・
上
記
以
外
で
，
特
に
指
定
校
以
外
の
学
校
に
就
学
す
る
事
由
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
 

・
必
要
と
す
る
期
間
 

・
教
育
委
員
会
が
指
定
す
る
書
類
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宇都宮市立小中学校物品の有効活用に関する要領 
 

（趣旨） 
第１条 この要領は，宇都宮市立小中学校が所有する物品の有効活用を図るため，学校間に

おける貸借及び保管転換を推進し，もって本市教育環境の充実に資することを目的とする。 
（対象物品） 
第２条  有効活用の対象とする物品は，各校が所有する市有物品で，学校長が貸借又は保管

転換を認めた物品とする。 
（管理） 

第３条 物品の管理総括は，宇都宮市立学校財務事務取扱要綱（以下「要綱」という。）の定

めるところにより，学校長が行うものとする。また，学校物品有効活用システム（以下「シ

ステム」という。）の管理については，学校長の委任により，財務事務担当者が行うものと

する。 
（物品） 

第４条 各学校長が有効活用を認めた物品（以下「有効活用物品」という。）は，貸借又は保

管転換の区分に基づき，システムに登録することより管理するものとする。 
２ 有効活用物品は，各校が定期的に更新し，順次有効活用物品の充実を図るものとする。 
（貸借） 

第５条 各校が，有効活用物品の貸借を行う際には，システムを使用し，貸借を行うものと

する。 
２ 有効活用物品を借りたい学校（以下「借用校」という。）の学校長は，有効活用物品を所

有する学校（以下「所有校」という。）宛連絡し，有効活用物品の貸借予約を行う。所有校

の学校長は，システムに貸出登録作業を行い，物品貸出許可書（以下「許可書」という。）

により借用校の学校長宛に貸出の許可を行うものとする。 
３ 借用物品を返却する際は，原状に復して返却しなければならない。 
４ 借用時に使用する消耗品類については，借用校が負担しなければならない。 

（保管転換） 
第６条 各校が，有効活用物品の保管転換を行う際には，システムを使用し，保管転換を行

うものとする。 
２ 所有校及び保管転換を希望する学校（以下「保管転換希望校」という。）の学校長は， 
 宇都宮市立学校財務事務取扱要綱の定めるところにより，物品保管転換通知書により，教

育長の決裁を受けて物品の保管転換を行うものとする。  
（運搬） 

 第７条 有効活用物品は，その物品の形状や運搬の緊急性を勘案し，次の各号のいずれかの

方法により運搬するものとする。 
（１） 市立小中学校逓送業務委託車両による運搬 
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（２） 借用及び保管転換希望校の学校職員による運搬 
（３） 市有トラック等による運搬 
（４） 業者による運搬 

２ 前項，第４号による運搬を依頼する場合においては，借用校及び保管転換希望校の学校長

は学校管理課にその旨申し出るものとする。 
３ 前項の申出を受けた場合において，学校管理課がその必要性を認めたときは，その費用を

負担するものとする。 
（修繕） 
第８条 借用校において有効活用物品を損傷したときは，借用校の学校長は，所有校の学校長

へ速やかに損傷状況を報告するとともに，修繕しなければならない。 
（１） 修繕による原状復帰が困難なときは，同等品の購入により，代償しなければならない。 
（２） 修繕若しくは購入が生じたときは，その費用を学校管理課が負担するものとする。 
２ 有効活用物品の運搬中に生じた損傷の修繕については，その費用を学校管理課が負担する

ものとする。 
３ 保管転換が可能な物品のうち，修繕を必要とする楽器等高額物品の修繕については，その

費用を学校管理課が負担するものとする。 
（社会教育等への貸与） 
第９条 宇都宮市学校財務事務取扱要綱第２０条の規定に基づき，学校教育上支障がない限り，

有効活用物品を社会教育その他公共のために貸与することができる。 
（様式） 
第１０条 この要領に規定する申請書等の様式は，別に定める。 
（その他） 
第１１条 この要領に定めるもののほか，有効活用物品の取扱に関し必要な事項は，教育委員

会学校管理課長が別に定める。 
 
 附則 
 この要領は，平成２０年３月１日から施行する。 
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部活動の指導をとおして 

★子どもたちが，専門的な知識や技能が習

得できるよう支援しましょう！！ 

 

★子どもたちが，自分のよさを見つけ，伸ば

していけるよう支援しましょう ！！ 

 

★子どもたちが，心と体をきたえ，たくさん

の友達を作れるよう支援しましょう！！ 


